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例 言

1 本害ふ札幌市白右区厚別町上野幌の丸紅株式会社宅地造成予

定地内iこ所在する S256遺跡， S257遺跡およびS253遺跡の発掘

調在報告書である。地番は各々815-5番地， 919-1番地， 1012-1

酋地である。

2 上記の三遺跡の調在は，札幌市教育委員会上野秀ーが担当した

が，現場の仕事は， S256遺跡を上野が， S257遺跡を羽賀霊二

が， S253遺跡を高橋和樹がそれぞれ分掌した。

3 調査期間ぱ， S256遺跡および S257遣跡は昭和49年 9月10日か

ら10月24日まで， S253遺跡は同年10月25日から11月20日までで

ある。

4 本書の編集は上野が担当したが，執筆は， 1とIを上野が， Il 
の土器の項と llIを羽賀が， Wを高橋がそれぞれ分担した。

5 発掘調査・整四，こ討いて，下記の人々より協力と助言を賜った。

北海道大学文学部教授
札幌市文化財保護委員

大場禾lj 夫

札幌大学助教授 石附喜三男

北海道教育委員会振興部文化課

北海道開拓記念棺 松下亘，野村崇

北海道大学文学部助教授 岡田宏明

北海道大学文学部付属北方文化研究施設

6 発掘調査には，下記の人々が従事した。内山真澄，長谷川克浩，

山下芳教，笠井衛二，中津欣也，市瀕知子，和田ひとみ，北海

道大学，北悔道工業大学学生。

7 挿図浄書ぱ，小尾栄子（トレース），佐々木裕美子（遺物実測），

市瀬知子，長谷川克浩，山下芳教，藤井則明（拓本）らが主に

あたった。

8 S256遺跡の遺構から出土した植物遺体の鑑定は，北海道開拓

記念館矢野牧夫氏にお願いした。

9 炭索による年代測定は，学習院大学木越邦彦研究室iこ依頼中で

ある。

10 石質の肉眼鑑定は，北洵珀開拓記念蛸赤松守雄氏にお願いし

た。

11 発掘期間中，整理，報告書出版まで，丸紅株式会社札幌―—苫小

牧開発室には，たえざるご協力とご理解を賜ったことを記し，

感謝の意を表する次第である。



凡例

① 挿図の住居址および住居址状遺構実測図

縮尺40分の1,ピット実測図縮尺20分の1,

S253遺跡の遺構実測図縮尺80分の 1。

② S256遺跡出土土器拓影図縮尺 3分の 1'

土沿および土製品実測図縮尺 2分の 1,

S257遺跡出土土器拓影図縮尺 2分の 1,

S256, S257, S253遺跡出土石器実測図

縮尺 2分の 1, 4分の 1。

⑧ 写真は，土器縮尺 3分の 1,S256遺跡遺

構出土石器縮尺 2分の 1, 同発掘区出土

石器縮尺 2分の 1（図版16B),3分の 1

（図版17A, B)，植物遺存体の縮尺は原

寸， S257, S253遺跡出土石器縮尺原寸。

S253遺跡陶磁器縮尺 3分の 1, 銅・鉄

製品縮尺 2分の 1, 銅銭縮尺原寸。

④ 石器説明中 a面とは，背面ないし実測図

中の左側正面図をさし， b面とほ，腹面

ないし右側正面図をいう。
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l はじめに



ー は じ め に

第 1章発掘までの経過

札幌市は，現在人口 120万人を超え，北海道の行政・耗済・文化の中心都市として著るしい膨張

をみせている。しかし，人口が急増すろにしたがい，商業，業務機能が都心に集中しすぎ，住宅地

はより周辺部へと去く拡散してゆく傾向にある。この事態は，交通の混雑を招'¥-,未成熟な住宅地

域の広がりにより，生活のうえで大ぎな不便を強いられろ結果をもたらしていろにすぎない。

そこで，札幌市では，一つの核を中心に拡がりを見せている都市の構造を改め，多核心の都市形

成に誘導をはかる政策の一環として，厚別地城と石狩湾新港の後背地に副都心的な機能をもった商

業・業務地区を設ける計画を樹てた。

このうち，厚別閥都心構想Irt，札幌市の東部地域とこれに隣接する江別市，広島町を背景にシ

ヨヅピソグセツクー，業務施設，公共公益施設tょどを捌都市団地を中心に設げ，今までの都心にほ

みられない新しい副部心地域セソクーを育成し上らとする計画である。

しがしながら， このようた大規模な地域開発は，必然的iこ自然の大ぎな改変を伴なうものであ

る。特に，この地域一帯は，野幌丘陵の一端に位置し，多くの遺跡が存在す乙ことが古くから知ら

れていた。そごで教育委員会としては，これらの多くの遺跡がいたづらに破隈されろことのないよ

うに，各種開発行為に際しては，十分なろ事前協議を実施すろよう広く関係方面に協力方を要請し

に幸いにしてこの携力惹請こ対して，副都心計画に参画していろ多くの関係機閃の理解を得るこ

とパでき，昭和 48年度 3件， 49年度 4件の発掘調査を実施した。

本書に報告する遭跡1丸同じく副都心計西に参画している丸紅株式会社所有地内に存在するもの

であり，同社も早くから教育委員会の協力要請に某づいて，積極的な協力を申し出られていた。同

社の実際の開発計画着手の時期ほ，昭和 50年後半，あろいは 51年度になるとのことであったが，

現在教育委員会の係が発掘調査あるいは保護行政に忙殺されている事情を推察され，教育委員会の

最も都合のよい時期に事前調査を実施するよう依頼を受けた。これに対して，教育委員会と同社の

間で数回に及ぶ会合を重ねた結果，遺跡を現状保存することは，一人丸紅株式会社にかかる開発医

域内の計画変更に止まらず，大ぎく副都心計画そのものの幹線道路，街路などの変吏にがかる問題

であり， その及ぽす影響の大ざいところがら事前調査を実施することとなった。凋査にあたって

は，前述の如く好意ある申し出のもとに，我々は十分な計画，予算，日程などを盛り込むことがで

き，一般に言われる行政調査の枠を超えた調在を実施することがでぎたn 本調査に遺漏があろとす

れば，それはすべて調査に携わった者一同の力不足にあると言えよう。

（加藤邦雄）
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第2章遺跡の位置と環境（第 1図）

S 256, S 257, S 253遺跡は，札幌市白石区厚別町上野幌に所在し，国追274号線（札夕線）の南西

側300m程の所にある。本遺跡をのせる台地は，いわゆる「野幌丘陵」といわれるものに相当する。

この野幌丘陵：ま，礼幌市の東方に位置し，南端り広島町竹山付近がら北へ延び，半島状に平野部へ

突出している丘陵地である。高度も南で高く（約lOOm)，北へ向って漸減し，江別市街地の背後で

は約60mとなっている。ほぼ南北に足る稜線上の平坦面を境に，地形は東西にゆる＜煩斜し，多く

の小河谷が形成されている。そして，この野幌丘陵は，地質学的にも，文化史的にも重要な地帯で

ある「札幌ー苫小牧低地帯」のほは中中央の西縁部にあたり，東は夕張山系の前緑部を形成ずる馬追

丘陵，北は樺戸山系南縁の石狩段丘地帯と相対しているのである（北川・中村・矢野ほか1974)。

上野幌地帯は，この野幌丘陵の西側部分の中央にあたっており，野津幌川と）ば別川によって大き

く解析ごれた台地上て，標高は40~60mである。里塚，厚別町旭町，同町東区などがのっている。

この低い台地は，更に厚別JII の支流—三里川など 2 本の川て解祈されており， この三用川と野

津幌川に挟まれた丘悛にば，北側から流入する 3木の大きな谷がある。西側から， A谷， B谷， C谷

とすろ。

S 256, S 257遺跡：t, この内C谷の東側台地上におり， 標高は49~46mであろ（図版 lA)。 S

253遺跡は， B谷の西側に当り，標高45~43mである（図版21A)。共に谷が終冗する近くである。

この 3つの谷には，これ以外にもそれぞれ多くの遺跡がある。 A谷には S320遣跡が東側丘餃に，

S 104遺跡，＇9;西側丘陵にあり， B谷：こげ、 S255, S 239, S 240の詔造跡が西側丘陸上に， S241追跡

が東側丘陵にある。 C谷には， S238追跡炉東側に， S259遺跡が西側丘陵上にある。時期は，おお

むね纏文中期後半期および晩期頃が多く，いずれも遣物の出土量が僅少な小遺跡ばかりである。

（上野秀一）
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第 3章発掘調査の方法と層準

第 1節発掘調在の方法（第4,5,30,34図，図版 1B, 19A, 21B, 22A) 

今回の調査ほ，札幌市東部地区開発の一環である丸紅株式会社の宅地造成工事にともなう事前調

査で，分布調査および予備調査の結果，遺跡が開発区域内には， 4カ所認められた。 S256,S 257, 

S 253, S259の諸遺跡である。この内， S259遺跡は， 開発予定が大幅に遅れるとのことで， 今回

の調査では除外した。

調査対象面積は， S256遺跡が6,07()m2, S257遺跡は2,460m2, S253遺跡は2,410m2であった。

発掘区は， 3遺跡共N56°50'Wに基線をおいてグリ、ゾドを組んでいる。 S256, S 257の両遺跡

は， lOXlOmのグリッドを組み，北と東に 2mのプリッヂを残し発掘を進めた。 S253遺跡は，基

本大グリ、yドを10x10mにして， これを更に 2X 2 mの小グリッドに分割した。グリッドの呼び方

は，各々第4, 29, 33図に示した通りである。なお， S256, S257遺跡は，一連の遺跡の可能性も

あったため，グリッドを連続して発掘していろ。

発掘総面積は， S256遺跡が約5,800 m2, S 257遺跡が約2,400m2で，略々全面発掘している。

S253遺跡は，約1,060m瑳調査した。

第 2節層 準（第 2,3図，図版 2A) 

上記 3遺跡は，かつて畑地であったため，谷におち込む部分を除いては，包含層は，耕作による

攪乱が地山まで入っている。

S256遺跡では， E列東壁を 48m(point A-F line), 5列北壁を 8m (point D-H line)にわたって

セクションをとっているので，以下に説明する（第 3,4図，図版 2A)。

第 1層：耕作土

第 Il層：黒色土

第眉層：焼土胴

第N層：漸移層（黄褐色火山灰質土層）

第V層：地山の月寒火山灰層〔Tk)

このセクツョンでは，台地が谷におち込む所で，厚く黒色土層が堆積している。この黒色土の中

に所々焼土をかんでいる。纏文早期末の遺物は，この内第 Il層の黒色土層の下部ないしは第N層の

漸移層中から検出されている。

第 1H層の焼土は， S253遺跡でみとめられたものと同じもので，その成因および時代は明確には

できなかった。
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S257遺跡は，ー 6列北東壁 (pointA-E line)を28mにわたってセクショ｀ノをとっている（第 2,

30図）。

第 1屑：耕作土

第 Il層：茶褐色土層

第皿層：黒色土糾入の茶褐色土

第1Vl曽：漸移層（黄褐色火山灰質土層）

第V層：地山の月寒火山灰層

ここでは， S 256遺跡でみとめられたような黒色土および焼土はなかった。遺物は，第 1層，耕

作土中から検出されたのみである。

S 253羞跡では，耕作がほとんと地山主で及、しでおり， I -8区西端のグリッドにおいてのみ黒褐

色の粘質に富む土層が，谷にむかって次第に厚く堆積してゆく状態が認められた。また， C-7区あ

たりには焼士をのせる黒色の粘質に富む士層のひろがりが存在した。この層は，谷のはしまりに近

いC-8区あたりて，さまざまに錯綜ずる不整1こ幅の変化ずる溝状の窪みに流れ込み，堆栢したもの
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第2図 S257遺跡セクション図 (pointA-E line) 
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と思われるが，遺憾ながらその実態を明確に理解することはできなかった。遺物が検出されたの

ぱ，耕作土中である。

本遺跡付近の地山である月寒火山灰層 (Tk〕は， 火山灰起源で， 空中から飛来して堆積したも

のである。堆積時期ば，低位段丘面が段化する途中で，；巾積面形成以前である。この囀の下に，厚

別砂礫層，豊平浮石層，野幌層があり，これらを不柏印こおおっている。この層は，現地形面に平

行に堆積し，層厚は 2mをこえることはないといわれる（小山内・杉本・北川1956)。

（上野秀一）
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I S256遺跡
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第4図 S256遺跡発掘区配置図および遺構関連図 (1: 200) 
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I S256遺跡

第 1章 遺構および出土逍物

本遺跡からば， C~D-1~3区にかけて 1軒の応穴住居址と 2軒の竪穴住屈址状遺構が jこ）か

っており， またB-7[人：より 1個のピ y 卜が検出されている（第 4, 5図，図版 2B)。

第 1節竪穴住居址および竪穴住居址状遺構

第 1号竪穴住居址（第 6~9図，図版 3,4, 5 A) 

C, D-1, 2区にかけてある緩傾斜面に立地し，地山面での標高は47.20~46. 80mである。

大きさは， 長軸 4.73m, 短軸 3.73mの隅丸長方形を呈する。長軸は，略々東ー西方向であるが

E14°N程ずれている。

立ち上りは，立地している場所が緩傾斜面であったため，斜面下方に当る南東部は，立上りは助

確ではなく，また南壁中央部 1.5m程は壁はやわらかい。それ以外は，略々 45° の角度で立上って

いる。壁高は，高い所で 18cm程である。

中央部には， 住居址の長軸に沿って 198X106cmの不整長方形の炉址がある。 5cm程掘りくぼ

めてあるが，石組みは認められなかった。 この中を， 更に第 6, 7図で網をかぶせた部分を 7cm

程掘り下げている。上の掘り込みには，第 6図のセクショソで示したように，第VIII層焼土，第 Ill'層

焼土混黒褐色土および第V層灰褐色土で充填されている。下の掘り込みには，第 7図のセクション

で示したが，第 1層暗赤褐色焼土，第 Il層赤褐色焼土で，第 Il層には黒耀石の細片を含んでいた。

また，両層にわたって，微細な木炭とオニグルミが検出されている。なお，炉址周辺の地1llも少し

焼けていた（図版 4A)。

柱穴状の小ピットは，住居址内に10個，住居址の外縁部に 6個検出された。内訳は，第 1表に小

した。小ピット内の覆土の土壌内容物の検討から， SP-1, 6, 10が， 黒色土が充填されており IA°J

時期， In1性格の小ビットであることが判る。次に， 黒褐色土のつまった SPー 3,4, 5, 8,賠茶褐

色土0)つまったSP-2, 7, 9を，各々グループ分けできる。さらに，茶褐色土のつまったSP-11,

12, 13および茶色土のつまった SP—14, 15, 16の各々にグルーピングできる。 この内， 黒色土，

黒褐色土，賠茶褐色土のつまったグループは，住居址内の小ピットであり，茶褐色土，茶色土のつ

まったグループは，住居址外緑にある小ピットである。

SP-1とSP-6は， 住居址の長軸方向の両端にあり， SP-10は，住居址南東壁に接してある。

規模は共に大きく，特に SP-1とSP-6は，皿状を呈するピットで，柱穴とは性格の異なるピ
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第6図 S256遺跡第 1号竪穴住居址実測図（炉址部分以外で，網をかぶせた部分ほ，床面ないし地山面が焼け

ていた範囲を示している）
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三
ットと思われ，貯蔵穴0)可能性がある。

SPー 1~5およびSP-7~9は，住居

址長軸に沿って，炉址の両側に，ほぼー・

列に並んでいる。とりわけ， SP-2と

9, SP-3と8,SP-5と7は対応す

る。恐らく，この 7本は柱穴であった

ろうと思われる。

住居址外にあるグループの内，茶褐

色土のつまったグループは，長軸の一

端—西南西壁に接して，中央とその

両端にある。この内 SPー 12は， 小ピ

ット内外が焼けていた。従って，この

住居址と関係あるピットの可能性が高

い。一方，茶色土のつまったグループ

ぱ，配列が不規則で，壁ないし底が軟

弱であったり， IlU状を呈する例もあ

り，本来この住屈址；こ伴うものとは思

われない。なお， SPー 13は， 南側に

少し煩いて穿たれていた。

SPー 2~5, 7~9および SPー 11~13

は柱穴と思われるが，内容物が著しく

違うため同時期竹：＼こ問題は残るかもし

れない。

大きさは， 21x 7~,1,1 x 31cmの範囲であり，深さは， 平均 16~12cmである， SP-7:ぶ, 7cmで

浅いが， これは，北側が木の根による攪乱が入っているためであろうか。形は，楕円）化を呈する例

が多い。

なお， SP-5とSP-7の小ピット内覆土中に炭化物とオニグルミの破片が含まれており， SP-5

とSP-6には，黒耀石の削片および係lj片を含んでいた。さらに， SP-13で｛ま， 若干の炭化物を検

出できた。

床面は，地形に沿って心持九傾斜しているが，その面はほぼ乎坦である。ただ，炉址の西側部分

の床面は，不定形に焼けており，またさらに，西側 SPー 12の回りも地山は焼けている。 このこと

｛ま，炉址においても，西側に片寄って利用されていピ情実と相まって，炉から，灰・木炭などを西

側の方にはき出した際，焼けたものとも考えられる。従って，本住居址の入口も西南西の方向にあ

った可能性が高いように思われるcぅ

本住居址毅士の堆積状態ぱ，分）情が難しく不明瞭な点が多いが，説明すれば以下の如くである。
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第 1層：賠黒褐色土層(l)

第 ll恩：黒褐色土層

第 Il層：茶褐色土層 (l桝より明ろい）

第冊誇：賠黒褐色土吊(Il)（粒状に固い1：粒を含み， I I呂より全体に賠い）

第 11l'腎：黒褐色土層（焼土を含む）

第1V陪：賠灰褐色土罰（大粒の粘土粒を含む）

第V膚：灰褐色土層

第VI層：黒褐色土層 (l層より全体（こ明るい）

第VIl層：賠茶褐色土層

第Ylllr情：焼土層

第1X層：黒褐色土溝 (SP-3の内容物）

第X騎：黒色土脳 (SP-10の内容物）

第XI層：地山（褐色粘土層）

これらの層の堆積状態：ま，通有の住居址覆土の堆積に比べて著しく異質であるが，大略第 I,

Il, Il', Ill, Ill', VI層の黒色腐植土層と第IV, V, VOi,;りの地山の十を多く含む層とに大別出来ろ

であろう。炉址内J::面には，前述した通り焼土（第Ylll層）と焼土混りの黒褐色土（第11l'陪）および

炉址東側の焼けていない部分は，灰褐色土（初 Vi,•'•1) が堆栢していろ なお， A-Bセクションの

炉址部分の下場で破線で示した例は，焼土爵がまだっづいていることを示していろの (1:野 秀→）

第 1表 第 1号竪穴住居址小ピット一覧表

s p番号 1 平面形 I 規模！深さ l内容物 i 備 考

I 
・ • -

cm'cm,  
1 柘 円 形 8(）X49 20 1 黒 色 土焼けている I 

2 住 楕 円 形 31x20 16 暗茶褐色土 1西側一部攪乱

3 円 形 35X32. 5 I 16 黒褐色土

4 居不整 l'l 形 28X23 ¥ 12.5 黒褐色土西側攪乱

5 柘円形 44X31 I 13 黒褐色土

6 楕円形 45X39 I 20 黒色土

7 址柘 円 形 40x30 16.5 1暗茶褐色土

8 I 栢円形 27x 22 I 8. 5 I黒褐色土

，！内楕 円 形 21x17 7 1暗茶褐色士北側攪乱

10 不整四角形 53X43 I 11 黒 色 土浅い皿状ピット I 
11 住才ヽ整円形 35x31 11 茶褐色土 1 

12 楕 円 形 30X28 I 14 茶褐色土底皿状，焼げている

13 居楕 円 形 23X21 I 28 茶褐色土先細り，北側攪乱

14 址不整円形 25x23 1 10.5 茶 色 土底軟弱

15 不整円形 27x25 1 13.5 茶 色 土底皿状

16 外不整四角形 28X23 13.5 茶 色 土
―-- -1 
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遺 物

土 器（第 8図，

(1) 

1~3, G, 8, 9は，絡纏体圧痕文が地文として，口縁部と平行および口緑に直交するように数十段

つけられる。口縁には，

図版 4B)

ロ緑と平行な一本の細い粘上紐を貼り付け，
(2) 

て絡纏体を 90°~180°回転させて施文したと思われる短縄文がみられる。

ロ唇からこの貼付紐上にかげ

また口縁部より胴部にか

片ては、，細い粘土紐び）貼付が，；；され，これによってはしご段のような方形を基礎とした文様が構成さ

れる。胴部下半に至っては，
(3) 

撚糸文へと変化していく。

絡蠅体圧痕文の地文から，絡細体を回転させて施文したと考えられる

(I) 

4は，絡栂体且□痕文が，縦に数段，横：こ数段施文されるものである。 11は，絡縄体庄痕文が横位

に 4段みられる。

7, 12ぱ，粘土紐の貼付が横位につげられそのいこへらなどによるぎざみがつけられる。 地文

として，

10は，

単節斜打麗文がつけられる。

2種頬0)撚りの方向がちがう原体を使用して羽状縄文を施文している。 13は斜行縄文， 14 

：ま結節りある羽状退文である。

器形は， 1は小形の深鉢形であるが， 他は小破片のため不明である。器厚は， 13が 1.ocm他ま

0. 5~0. 8cmの間にある。 胎土は， 1は砂粒を含み焼成は不良であるが， 他例 (2~14) は， 良好

である J 色調は茶褐色が主休をなし， 炭化物が付店して黒色を部分（I(いこ呈する破片もみられ

る。

（註）

絡縄体の原体は，
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となる。

られる。

註 2で説叫したものと同一の

絡纏休を使用し，器面に回転させ

3
 

- 22 -



て施文する。

4 註 1と同一方向，同種の原休を使用している。

5 0段lを2本R方向に 1段撚り， ざらにL方向に 2段撚ったRLの晶文原体が使用されている。

記号にて表わすと

i /R>L となる。これを棒状工且にも在きしたものが！罰である。

l/ R 

石 器（第 9図，図版 5A) 

（羽賀憲：：：：：）

石器の出土は，少なかったが，黒耀石，随質頁岩の条lj片・削片類が他の遺構に比べ多く出土して

いる。この内，第 9図 1, 2は住居址床面から出土したものであり， 3, 4ぱ炉址内覆土から出土

したものである。あとは，住居址内覆土であるが，比較的床面に近い所で多く検出できた。

擦石 (1, 2) 

1は，断而三角形を呈し，その長軸のーとつ0)稜を擦り面として作業行為を行なった石器である。

擦り面の幅は22~17mmで，長さは約 122mmである。擦痕の方向は， 石質が粗なため明確ではな

いが，斜め方向のものが若干確認される（第 6図S-1)。

2は，断面四角形の石器で， 4面にわたって擦り痕が観察される。図示した上面左側面が最もよ

＜擦痕が判り，あとの 2it'riば擦痰ぱ不明瞭である（第 6図S-2)。

削器 (3)

硬質頁店の縦長桑lj片を素材にして，その全圃緑に比較的背の高く短かい二次加工を加え，尖頭部

を作出している。小形品である。

両面体石器の破片 (4,7~9) 

4は，比較的大形の両面体石器の基部を横からのー屑撃で剣がした条lj}tである。 7も， a面に元の

両面体石器の細がな剣離が残っており，少し焼けている。 8と9も， 7と同様の例である。 8と9

は接合した。 7~9は，剥片の大彦さおよびカーブからいっても，かなり大形の両面体石器であった

と思われる。ただ，かなり細かな剣細痕が観察されることから，単に両面体石器を作成する際に生産

されたと考えることには若干疑問もある。特iこ， 8は a面り）左側緑に細かな判離が加えられてお

り，石器の素材として生産された可能性も考えられる。

その他の削器 (5,6) 

5は，やや形の不定な縦長刻片の b面右側緑に一列二次加工を加えた例である。 a面左中央側縁

こも少し細ガい剥離がある [3 6は，扁平石核いら生産された，やや部厚い縦長鉗l片の b面左側縁に

ーダlj二次加工がある例である。 a面に残された剣離痕からは，小形の縦長ないし矩形剥片を生産し

ていたように思われる。

漏平石核？ （10) 

10は，袢格のつかみかねる石器であるが，上面に横からの剣離によって得られた平坦面を有し，

a lt'ri全面と b面下部に剣離を入れた例である。 a面右は欠損しているものと思われる。また， a面

-23-
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左には細長い象LJ片（ないし削片）を 1本とった跡があろ 明確ではないが，打面と思われる面を有

することから石核の可能性が考えられる。ただどのような剣片を生産したかは不明である。 a面中

央に認められる矩形象1j片なのか，狭長の縦長剣片を生産したのかは断定しかねる。彫刻刀的石器

(graving tool) の可能性も考えられる。

剥片類 (11~21)

本住居址で検出された剥片類は，大ぎく 2つに分けることができる。 1つは，石器の素材となる縦

長の条lj片であり，もう 1 つは石器製作の際生産される扇状の剥片一~いわゆる「削片 (chip) 」である。

11~171こ示した例は，縦長剥片の例1こ入るものである。ただし， 14は剖片としては大形である

が， a面の剥離が色々な角度で入っており，形も不定で，石器製作に際して生産された可能性もあ

る。また17は，矩形剣片に近い。

図示しなかった中に，黒耀石製の小さな扇状泰lj片（ないし削片）は 11点（内 2点焼けている），

硬質頁岩製の小さな扇状糾片が13点，住屈址内覆土から出土している。また，炉址内覆土から，黒

耀石の小さな削片ないし両面体石器から生産された剥片が 6点採集しているが，内 5点は程度の礼

はあるが焼けていた。また， SP-6の覆土中より 1点の縦長剣片が出土している 9)

以上，木住居址の石器・剥片の様相は，定形的な石器が少なく，わずか 3点であり，その内 2点

：よ河原石と利用した擦石知であること，それに比べ，剖片な素材にした石糾は 1点0)V久で少ない。

しかし，両面体石器から明らかに生産された象1j片が 4点あることからも，石鏃・石槍といった両面

体石器が全く無かったとは考えられず，住居廃棄の際持去られに可能性もある。

しかも，剣片類（縦長および扇状剥片） 0)出土は，他の 2つの遺構に比べて多く，本住居址内で

石器艘作が行なわれたことも考えられる。 （上野 秀一）

第 1号竪穴住居址状遺構（第10~12図，図版 5B~  9 A) 

C-2, 3区にかけてある。地山面での探高は， 47.4~47. 2mである。

本遺構においては，床面が 2枚認められた。下の床面を F1面，上の床面を恥面として話をすす

める。

くF1面〉 （図版 5B, 6 A, 6 B) 

大ぎさは，長軸 3.35m, 短軸 2.36mの隅丸長方形（楕円形）を星する。長軸は， 北北東ー南南

西の方向である。

立ち上りは，かなり急伯科で，深く約 77cmを数える。北西側壁は，壁が崩れたと也われ少し拡

ぅ；っている。壁は，四屁共硬くしまっているこ

炉址は認められなかったが， F1の床面に接して南測半分に厚へぎ2~4cm程の炭1付が分布している。

この中からは，木炭のはか， オニグルミ・ドングリなどの柏物遺存体も検出されている（図版 6B)。

柱穴状0)小ピットは，遺構内から 3個， 遺構外縁から 2個みつかっている。遺構内にある 3個

iま，共に 7~-tcmで浅く，規模は， 21x 18~16X3cmて， SPー1が長軸の一端に， 2個が中央部壁

寄りに 1個づつあろ。小ピット覆土内容物は，褐色土と茶色土で若干異なるが，配列からいって同

- 25 -
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時期のものであろうと思われる。遺構外縁にある 2個1ま， 内容物の検討から， SP-5は遺溝内に

ある例と同様であるが，配列からいっても本遣構に伴うものかどうかば判然としたい。床面ぱ，平

らで硬く，南側の長軸の一端墜寄りには， P-2, P-3の半完形七器がみつかっている。

〈F2面〉 （図版 7A, 7 B) 

大ぎさは，長軸 3.04m, 短軸 2.30mの不整五角形を呈する。 しがし，平面プラソ，立上りおよ

ぴ床面は必ずしも明確ではない。立上りは， F1面と同様に急傾斜で，深さは約 65cmである。

前述した通り，床面・壁などは，明確にはつかまれなかったが，焼けた面が 2カ所（焼土 1 • 2) 

あった事実がら一つの面の存在を推定しうろ (1姐版 7B)。なお， この面から P-1 (a, b) の

半完形土器がみつかっているが，各々F1面の P-3, P-2と接合した。

炉址．柱穴などは検出されていない。なお，遺構の外にも焼土が 2カ所認められている（焼土

3 • 4)。遺構内にある焼土 1• 2と同時期のものであろうか。

本遺構の層堆梢状態は，以下の如くである。

第 1層：黒色土層 (I)(ll層より，やわらかく，かたい土拉はない）

第 1'層：暗茶褐色土層 (l)（平均して，粘土粒子を含む）

第 ll層：黒色土層 (Il)（粒状のかたい土粒を含み，粘土粒も若干含む）

第 Il層：暗黒褐色土層（粘七粒をかなり含む）

第 1B層：真黒色七層（粘土粒を全く含ま f)

第 1B'層：黒色士層（ID）（かたい士粒は合まないが，若干粘土粒を含み， 1 ！悦より 11;＇『い）

第1V層：暗灰褐色土屑（かなり粘士粒を含んでいる）

第V層：灰褐色（火山灰質）土悴

第 V'層：灰褐色土層（硬くしまっている）

第VI層：淡灰褐色土層

第VII層：灰色火山灰質土層

第Vlll層：炭層

第1X層：炭化物混暗褐色（粘質） 9-1::層

以上であるが，地山は第 X層：褐色粘土層，席XI屠：淡灰色火山灰層に分けられた。なお，第

刈層は， F2面でみとめられた焼七層である）

結局，第 V層下面が， F2面の底面に相当する。 （上野 秀ーー）

第 2表 第 1号竪穴住居址状遺構小ピット一覧表
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遺

土

物

器（第11, 12図， 図版 8, 9) 

第11図 1,2 a.半完形土器である。各々第10図に示した， P-1bとP-2,P-1 aとP-3に相

当する。
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S256遺跡第 1号竪穴住居址状遺構出土土器実測図

1は，口径38.5cm, 現存部

高さ28cmを数える。口緑はゆ

るやかな波状をなし，

だ起がある。器形1打同部でか

なりの脹らみをみせ底部近く

に至って急にすぼまる大形の

探鉢形土器である。

ロ縁1ま， 折り返しにより

若干肥厚しており，

り胴部にかけては，

突起部分より，

ような，横位の，

4つの

その上面

に絡縄体を 90°~180° 回転さ
(6) 

せた短縄文がつけられる。撚

りの方向のちがう 2種の縄原

体を交互に施文しに羽状縄文

が地文として施され， ロ縁よ

比較的太

い粘土紐を使用した貼付帯に

上って文様が構成される。 こ

の貼付帯の内，胴上部の例は，

4本の貼付帯

が垂下し，舟形を星する文様

の積み屯ねがみられる。これ

らの貼付帯上には，単節斜行

運文か施されている。枷l部下

半に至っては樽の「たが」の

比較的太い

貼付惜が数段めぐっている。

その上：こは，箆状工具を使用

してつけられたぎざみが約 5

mm間隔につけられている。

器厚：1,8mm内外，胎土に

ーおー



は若干の砂粒を含み，茶褐色を呈している （図版 8-1)。

2は，現存部最大径 31cm，底部径 10.5cm, 現存高 36.5cmを数える大形の土器である。胴部から

底部にかけてはゆったりと下り底面近くになると外側にはり出すような形となる。地文として結節

のある羽状縄文が施文されており，樽の「たが」のような比較的太い粘士紐の貼付帯が数段横位に

めぐっている。この貼付帯上には箆状工具によるきざみが 2~3mm間隔につけられる。

器厚は， 8mm内外，胎土に砂粒を若干含み茶褐色を呈している （図版 8-2)。

破片においても貼付帯が特徴的に施文される例が大半を占めている。

第12図 1は， ロ縁に一段の貼付帯を有し， その上に箆状工具によるきざみが数mmおきにつけら

れる。 ロ唇上は平らに整形され， その上にも同種のきざみが数mm間隔につけられる。単節斜行纏

文が地文として施文され，裏面にも器面に施文されるものとは反対方向の撚りをもった単節斜行縄

文が施文される。

［叫
6 ! ！ 蝙〗
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第12図 第 1号竪穴住居址状遺構出土土器拓影図
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2 ~ 4, 12, 13は， 口縁部に折り返しによる若干の肥厚した部位を有し， その上に絡縄体の半
(7) 

回転押圧による短縄文が縦位に並列して施文される。地文として細く撚った単節斜行縄文が施文さ

れ縦位に比較的太い粘士紐が貼付けられる。貼付帯は，まっずぐなものと蛇行するものとが交互に

出現する。貼付帯上には単節斜行縄文が施文される。

5 ~ 9, 11, 14, 15, 17は，貼付帯が横位につけられるのが特徴のグループで，地文としては単節

斜行縄文，燃りの方向のちがう 2種の原体を交互；こ施文ずる羽状縄文， 結節羽状阻文が施文され

るc ほとんどの例ぱ，砧付帯上に箆状工具1こよるぎぎJ,ゥ：数mm間隔1こつげられる 3 この内 8は，

上部の貼付帯iこは斜行縄文，下部のものには箆状工具によるぎざみがあって，施文方法が使い分け

られている。 9 は，太目の）l~付帯が 8 本みられ，その 1：にぎざみがあり，口縁部近くには縦位の貼

付帯がつけられている。
(8) 

10, 18は，絡縄体圧痕文が横位に数段施文され， 16は，糸誼節羽状縄文がみられる。 19は，斜行縄
(9) 

文が施文され，底面近くには絡縄体の半回転押圧による短掴文が並列して施文される)201ょ，撚り

の方向の反対の 2種の暉文原休を交互に施文した羽状縄文がある底部片で， 底面近くて急1こくび

れ，張り出しがある。

器形は， 9, 20を除いては小破片のため推定の域を出ないが円筒形の深鉢形となるであろう。器

厚は， 0.8~1.0cm。胎士には全て若干の砂粒を含んでいる。色調は，茶褐色を呈するものがほと

んどであるが， 2は，灰褐色である。

（註）

6 註5と同一方向に撚った単節糾行縄文の原体を軸に右在した絡樺体を原体とし註 2で説明したと同種の苑文

方法がとられている。

7 註6と同じ。

8 註1, 註4と同じ。

9 註2と同じ。

石 器（第16図 1C, 図版llB)

（羽賀湛二）

本遺構からは，第16図 1C に示した，断面三角形の擦石の破片 1点しか出土していない。をの他

の石片ないし礫も一切出士していない。 1Cは，第 2号竪穴住屈址状遺構の覆上最上面から出上し

たS-7と接合した。ただし， S-7ぱ全体｝こ焼：ナているが， 本遺構から出上した砂片は全く焼汗

てし、ない。従って， この伍晶：:t., 破損没1こ1a, bが焼V)卜にことが判る。 （上野秀一）

第2号竪穴住居址状遺構（第13~17図，図版 !JB, 10, 11, 12A) 

I)-2区にある。地山面での控，iiiま， 46.80~46. 60mである。

大彦さは， 3.63X3. 49mo)小整円形である。た応し，四偶に角がみとめられるのて， 4舟父 rJ)隅丸

方形ともみることができる。

¥9[ Kりは，西側で 50cm, 束側・::29cm程ごある。ポ田は，必ずしも平坦ではなく，壁 ij叫確には
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確認でぎない所もあった。炉址などはないが，北東部の立上り付近が，焼けていた。

柱穴状の小ビットは，遺構内では， 中央より少し東側に偏した所にあった (SPー 1)。不整隅丸

方形を唱し，宣面は平らで，底面および壁ばしまっている。 L壌内容物は，暗灰褐色火山灰質士でし

まっており，中に粘七の小ブロックおよび炭化材，オニグルミ，草木類の種＋を含んでいた。大きさ

は， 42X38cmて，深さは 13cmである。遺構外緑にも 6個の小ピットがあり，第 3表に示した通り

であるが， ピヅト内 1)七壌内容物の検討からい特こまとまりはなく，遺構に伴うものかどうかは

定かではない。

層堆積は，以下の如くである。
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第13図 S256遺跡第2号竪穴住居址状遺構実測図
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第 l層：真黒色土層(I層より柔らかい）

常 n層：真黒色土層（小プロック状に粘土粒と硬い土粒を含む）

第皿層：暗灰褐色土層

第Dl'層：暗灰褐色士層(DI層よりはややしまっていろ）

第NI曽：灰褐色士層（所々非常によくしまっている）

第V層：灰褐色火山灰質粘士層

本遺構は，底面および壁は明確でない所もあるが，小ピットの存在から底面は，ほぼ正しいもので

あろう。この遺構で1ま，覆十4 および底面がら多くの石器を検出しているが，その内， S-3,4,5は，

底面にあった例で， とりわけ s-3の石皿と S-4の擦石は， セットになる可能性もある。この近

くに， P-2の底部位の土器もあった。

平面ブラソ，立上り，柱穴の様子からいって，この遺構がどういう性格をもったものかは明らか

にはできなかった。 （上野秀一）

第 3表 第2号竪穴住居址状遺構小ピット一覧表

s p番号 1 平 面 形 I規 模深さ内 容 形 1 備 考

1 博構吋隅〕：方形 1 42X38 cm[ 13cml茶褐色士層 1炭化物を含む

2 : I不整 l'l 形
32X25 

I 
黒茶褐色士層

3 遺 イ、整 1'！形 38X35 賠茶褐色士層

4 不賂円形 41X32 I陪褐色士層

5 構 不整惰円形 32X30 暗茶褐色士層

6 ~ 不整 l'I 形 ＇ 29X24 

I 
I 黒褐色土層 I 

7 I i 外 I :,i、整 1'l 形 36X33 黒褐色土層

遺物

土 器（第14, 15図，図版 8, lOB, llA) 

第14図 1は，口径 15.5cm,現存部最小径7.5cm,現存部高さ 12.Qcmを数える半完形士器である。

ロ緑諏こは，比較的太い粘土紐の貼付があり， 三角形を堪本形とする幾何的文様を構成してい

る。貼付帯上には， 箆状工旦によりつ汁られたと思わかろ「きざみ」が数mm間隔でつけられて

いる。胴部にぱ，単節斜行縄文が地文として施文される。器形ぱ，口縁よりややずぼまる様な状態

で底部近くへと至っており，やや小形の深鉢形を団すると思われるし器厚は 6mm内外，札合士に砂

粒を若干含み，色調は茶褐色で，焼成は比較的良好である（図版 8-3)。

2は，底面径 6.5cm, 視存高さ 7.0cm, 現存最大径 11.0cmを数える小形の深鉢形七器の底部文

である。横位に三段の貼付紐ゲある。その上と器旧全体に従位に 2~ 3mmn』l（和こ絡縄体を回転施文
(IO) 

した撚糸文がある。器咲ま 4~5mm。胎土｛こ若干の砂粒を含み，色調は褐色を豆し，焼成は比較

的良好である（図版 8-4)

3は，底面径 6.3cm, 現存高 7.0cm, 現存最大径8.5cmの深鉢形土器の底部片である。横位に 1
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第14図 S256遺跡第2号竪穴住居址状遺構出土土器実測図

本の粘土紐による貼付帯がめぐっている。貼付帯上には箆状工具によると思われるきざみが 2~3

mm問隔にめぐっていな器面全体には，地文として異った方向に撚った 2種の原体を交げに施文

した羽状縄文が施文され乃う器原は 7mm内外。胎土に『干の砂粒を含み，色調は褐色を堪する。

焼成は比較的良好である（図版 8-5)。

4, 5は，底面径 7.5~8, 5cm, 現存高 5~6cm, 現存邪最大径 9.5~10.Scmで，底面にはり出

しがある深鉢形土器底部片である。地文として，器面全体に 2種の原体を使用した羽状縄文が施文

される。器歴は 6mm内外， 胎土に若干の砂粒を含み，色晶に褐色～茶褐色を呈し，焼成は比較的

よい（図版 8-6, 7)。

第15図 1・ 2は，口縁に折り返しによる若干の肥厚部が存在し， その上に絡縄体を 90~180c回
(II) 

転させた短縄文を数mm間尉につける。口縁部には，比較的太い貼付帯が口縁部より重卜ずる形で

縦位に数本直線，蛇行の順序で交互に施されている。これらの貼付帯上には単節斜行縄文が施文さ

れている。地文は乱雑な単節斜行罷文である。

4, 5, 6, 18ぱ，細い粘土紐による貼付帯が縦横に数名くつけられ， 複雑な文様を構成する。貼

付帯上には箆状工具を使用したきざみが 3~5mm間賑てつげられる。
(12) 

11, 12は，絡絹体庄撰文，斜行規文が施文され，細い粘土紐の貼付帯によって文様帯を区分され
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第15図 第 2号竪穴住居址状遺構出土土器拓影図
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ている。

7, 9, 14~16, 21, 27は，地文として単節斜行縄文ないしは撚りの方向のちがう 2種の原体を使

用する羽状纏文が施文され，横位に数木の粘土紐の貼付帯がめぐっている例である。貼付帯上には

3~5mm間隔で箆状工具によろきざみがJ)けられる。

13, 21, 23は，比較的太い粘土紐による貼付常が，横位と縦位に組み合わされてつげられ，地文

として斜行羅文，撚りの方向のちがう 2種の原体を交互に施文した羽状縄文がある。

28は，横位につげられた比較的太い粘土紐による貼付帯と，斜めにつけられる貼付帯によって三

角形を基本とし「こ幾何的文様を構成していろ 地文として燃りの方向 I}）乞ゲう 2種の原体を使用し

た羽状縄文が施文されている。いfれの貼付帝にも， 箆状工具によると忠われるさざみか数mm問

隔に＇）げられている。

25, 30, 31は， 2種の撚りの方向のちがう原体を交互に使用した羽状罷文が施文された胴部破片

である。 22は，単節斜行縄文が施文されている。

17, 24, 26ぱ，縄文原体の尖端部で器面に剌突をくり返した列点文があり，これと，撚りの方向

のわがう 2種の縄文原体を使用した羽状蠅文が地文となる例である。

29は，鈷節廿状縄文ヵ屯戸れたものであ□

32~34は， I氏面近くにて若干のくびれな人せ，底蔀こて張り出しをバ 1二， この部分：こは絡縄体を
(13) 

回転させた撚糸文が 1~2mm間娠に施文されている。 32に1ま， 結節羽状糎文がみられる。 35は，

底面近くにて若干のくびれをみ也ー，張り出しがある。地文として柊りの方向のちかう 2種の原休を

使用し， これを交互に施文する羽状縄文が施文されている。

堺）原は 6~lQmmで，胎土には全て若干の砂粒を含んでいる。色調Ii茶褐色が主（木をなずが，灰

褐色を呈する例 (17, 19, 28) もみられる。焼成は一様に良好である。

（註）

10 註2と111]--)j向の撚りをもつ縄原休を軸に{iなきにまきつけ，閤面におしちて111]転施文する。

11 註5と同一。

12 註1と同征の絡縄体を使用，註 1の原体よりも若干太目の軸が使用されている。

13 註2と111]神の絡網体を使用，比較的多く回転がなされるようて危る。

（判鉗憲二）

石 器（第16, 17図，図版llB, 12A) 

木遺構からは．多くの石器の出土をJ大ていろ。

擦石 (1~ 5) 

1~3は，断面三角形の稜の一側を擦面とした石器である。

1は， 3個の破片が接合した例で， a' bは本遺構から， Cは第 1号竪穴住居址状遺構から出土し

？こものであ；：ことは前述した。現存約 2/3で，擦面の幅は 8~6mmである。擦痕の方lりは， 斜お

よび長軸方向である。 aとbは全体に焼けて黒くなっている。なお，三面は滑らかであるが，明胎に
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第16図 S256遺跡第2号竪穴住居址状遺構出土石器実測図
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擦痕は観察されない（第13図s-7)。

2ば，約1/3の破片て，擦痕の稜の幅は 12~1ommで， 斜＆ノ T)掠撰が観察:れる。これ以外にミ

っウ面も滑らかであるが，石材の関係で擦痕は明瞭には観察でぎない。欠損前に焼1ナた形跡がある

（第13図s-4)。

3は約1/2の破片で，稜の擦面の輻は ll~Hmmで，長軸方向および斜めの柄痕が観察される。ま

た図示した面の反対側'1)面には，一剖細かく打ち砕わた部分と思え）れる所があり，成石ないし台石

として用いられたことも考えられる。

4は，稜の擦面は明瞭ではないが，短軸方向の擦痕が若干観察されるので，一応擦石の仲間に入

れておく。約1/3程の跛片である。三面も滑らがであるが擦痕は観察出来ない（第13図S-8),,

5も，同様に断面：：：：：角形の河原石を利用していらが，稜を特に使用したと思われる形跡はないc

図示した面を擦面として利用したものと考えられる。擦痕は，明瞭ではない。図の下部には， 3と

同様な細かく打ち砕かれた部分が丸くあり，やはり敲石ないしは台石として用いられたのかもしれ

ない（第13図s-6)。いわゆる「凹石」としても分類可能である。

石皿（第13図 3、第17図，図版12A)

6は，石皿の破片と思われるものである。擦痕は，必ずしも明瞭ではないが，浅いのが種々の方

向こ入っている（第13図s-5)。

席17図の例は，不定）Iクであるが， 完形品と思われる大形の石皿で， 257X187mmを数える。擦痕

は長軸および斜め方向が主体である。恐らく，断面三角形の稜を擦面とした石器とセットになる

ものと思われる。 P-2, S-4と共に遣構中央 SP-1の近

く0)床底面に接し， 擦面を J::にして発見された（第 13図

s-3)。

両面体石器（第16図 7)

7は，両面加工の尖頭器である。某部は一部欠損している

が平坦で，平面）11は非対称形である。最大幅に，店底近くに

あり，尖頭部が長い。尖頭部の加工は入念であるが， b面

しま，右側縁に加工が偏っており，断面形は，非対称形である。

特に先端部 1.5cm程の両ニッジば， 使用によろ刃こぼれが

著しい。先端は少し磨耗しているく）従って「錐」的な用途も

考えられる。用途としては，「石錐」ないし「ナイフ状石器」

であったかと思われる。

扁平石核？

第13図S-9のポイントから出土したものである。形態は，

第 1号堅穴住居址から出土した第 9図10に類似のもので，大

ぎさは倍位ある。 b面は原石面であるが， a面上面には，

切断することによって得られたやや剣め（鈍角）の打面と思

(S—3) 

゜
10om 

第17図 S256遺跡第2号竪穴住居址

状遺構出土石器実測図
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われるものを有し， これに a而側からの細；'.、い剥離が少し入っ＇―いる。 a面の下縁にも剥離が入っ

ており， a面んには，切制面がある。

こび）資料ぱ，逍憾芯；ぅ：，＇），発据調査のミスご紛失しでしまい現在手元にはない。

剥 片 類

図小しなかったが， ’’l,.ff＇t'石の小iり1JJt-(chip) が 6点（内 1点は焼げている），硬質頁岩質の削片

が 1，点出土してしヽる。これらの小削片は，石滞製作のI虎生産されにもので応ろう。

これ以外に，小さな河原石の破片が 2点出上していろ。

以上が，本遺構がら出上した石席・石片類のすべてである。 （上野秀一）

第 2節ヒ゜ット（第18|‘]）

B-7区から， 1個のビットが検出されている。

大、一，さ：之， 84x 73cm, l”i竺三 22cmこ烹る が整円形か望ナ

る。底面1ま， llIL状で，約 45°の角度で立上る，万

屈牛ぱ，第 II，fl :間色 1：闊。第 l閃：］，＇］＇！＇州色土 1,'9ヽ［ 第 l1l

層：黒褐色土1’,'り。第N)＇i'1：陪灰褐色土層である。

遺物は一切検出されごいないが，周囲から出土している

の二， トコロ弟 6類てあるので， この位の1店期の可］J！:1かもあ

A
 

/>

る。 （ヒ野 秀一） △ 47.700M 且~

~/叫
0 20cm、、II
| 1 

//--丙

第18図 5256遺跡第 1号ピット実測図
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第 3節 植物遺什体について（図版18A,D) 

本遺跡の第 1号慰穴住居址およこ溶 1,2号竪穴住居址状遺構から1ょ，各々植物遺存林がみつかっ

ている，J

こ且らの柏物遺存体の採llJ.は，形状のかはり明飢にものは，現場で取り上げた例もあるが， もろ

いため，現形のまま採取することはイ可可能であったっ多く I;_矢野牧夫夭り指導により， 各々の十壌

サンプルを水洗しその中か応選別したものである（，ただし，以下に（ ）で示した個体数は，破片

も1点に数えており， また＋壌サ｀／フ゜；レば，植物唱存休を合む胴をナベてサンブリングした訳では

ないため実数を示すものではない。

1 第 1号昭穴住屈址（凶版18-1)

炉址内焼七層：木炭・：るみ穀片 (24個<)

S P-5内覆士：木炭・くるみ穀片 (2個<)

S P-7内覆士：木炭・くるみ灼片 (2個<)

2 第 1号竪穴住屈J止状辿構（図版18-2)

F 1面貞＿卜炭層（第＼lll屑） ：木炭＊・くるみ骰片 (30個<)•とんぐり (1個ぐこ）

3 弔 2号竪穴住屈址状遣構（図版18-3,4)

S P-1内覆土：木炭・くるみ骰片 (2(）佃＜）・マメ科の種子 (1個<)

（註） ＊日］で示したのは， 14C年代測定を依頻中の資い

これら三種煩の植物遺存体は，矢野牧夫氏の鑑尤では，以下の如くであろ。

ナニク• ;l• ミ (Juglans ailanthifofia) 

ミズナラ (Quercusmongolia) 

マメ科 (Lcgumincsae)

この内，せニグルミの堅果ぱ，各遺構か，＼最らもく検出てきた賣料で， 「べて縫合線 l：から半隅

した例ないしそれ以下の破片である 0 ほぼ形状の‘fllる2点の半割の資料では， tり長21mm, 核船19

mm, 核厚16(8 X 2) mm（第 1号怪穴tl}バ址状直構炭層出士），核長約20mm, 核幅約20mm,核

厚約11(5. 5 X 2) mm（第 1号堅穴住居址炉址焼十層出＋）で克ろこナヘて炭化しているっ

ミズナラの堅果（いわゆるドングリ）は，第 1号竪穴什屈址状瑣構の炭層から 1個だげ検出でき

たもので，焼げた半割の資料であるっこれば表皮力、：「か種実の中身が残ったも（＇）で，サイズは，

核長15mm, 核幅10mm, 核豚11(5. 5 X 2) m mである。

同様に，第公号竪穴住居址状遺構(/)SP-1から 1点だげ検出したマメ科の稲子は，サイズが，

長さ3.5mm，幅2.5mm, 高さ 1.9mmの完形0)炭化［た資料であろ，このマメ科ば，種礼1ガげら、/‘’

細かな同定はでぎないが，大ぎさからいって食用::ーしたも 0)で1まないとし、う話てあろ。
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これら三つの遺構の構築年代は，伴出土器から縄文早期末ないし前期初頭と考えられ，絶対年代

は， 6,000年 B.P.位の年代が与えられる。この時期は，気候区分では， Atlantic期の中頃に相当

し，海水準は現在より約 3m上昇しており，気温も約 2 ℃温暖であった（湊•井尻1966，湊1970) 。

安田喜憲（安田1974)は， H本における晩氷期以降の植生変遷と人類の居住の問題を論じた中

で，後氷期の花粉帯を， Uir, RI帯， RI帯， RIll a -:ii, RID b帯の 5つに区分している。 6,000

年B.P．位の時期1之， この区分1.:.従うと RB帯 (8,500~8, 000年～3,000年 B.P.）に相当する。この

時期は，北海道の秩父別・風蓮などの道央邪の箕料でぱ， Betula（カバノキ属）が前時代 (RI帯）

に比べて減少し， Quercus（コナラ属）， Ulmus（ニレ属）， Juglans（オニグルミ属）などの落葉広

葉樹が増加して，気候は温暖化し，湿潤化したといわれる。

紋別郡湧別町湧別市川遺跡における花粉分析の結果（五十嵐・熊野1973)では，約6,000~3, 700 

年前は， Quercus-Juglans幣の時期で， Abies（モミ属）， Picea(トウヒ属）とも激減し，代って

Quercus, Juglansが急増ずる。さらにUimus,Tilia（シナノキ属）， Castanea（クリ属）， Corglus(ハ

シバミ属）といった温帯件広位樹が少量づつだが出現する。また，黒松内低地帯から北：こ出ないPte-

racarya（サワグルミ属）が 2％検出される資料があり，針葉樹の割合は 10％で現在より iまるかに

少ない。以上の事実からみて，当時;;;:,年平均気温で，現在より 1"C前後暖かかったといわれる。

ひるがえって，札幌付近ー一発寒中継ボンプ湯，茨戸第 1中継ポンフ゜場での花粉分析の結果（五

十嵐・熊野1974)では， 6,800~2, 500年B.P．位の間は， Quercus-Juglans帯に相当し，温帯性広

葉樹の優勢な時代で，ハルニレ， ミズナラ，オヒョウ，オニグルミ，ウダイカンバなどからなる広

策樹林に，僅かにトドマツが此交するといった状態で，沖積世最温暖期の植生を示しており，年乎

均気温で，約 2℃現在よりも暖かったといわれる)そして，現在の札幌周辺と変らない植生になっ

たのは，約2,500年B.P．頃から始まる Quercus-Abies帯に入ってからで，前時代より少し冷涼化し

現在に至っている。

本遺跡一帯は，背後に野幌原始林をひかえている。現在の野幌原始林は，原生林は殆どなくな

り，半自然林が主体になっているが，針潤混交林で，樹種は針葉樹が多く，特にトドマツが主体を

占め， トドマツの純林に近い様相を唱している。広葉樹としては，センノキ，カツラ，、ンナノキ，

ミズナラ，ニゾイクヤ，ホオノキ，ニゾヤマザクラ，、ンウリザクラ， ミズキ，ナナカマドなどがあ

る（北海道教育庁社会教育課編1969)。遺跡が営なまれた叫時は，前述の如く約 2℃程温暖であっ

たことを考えると，当時は現在より針葉樹が少なく， ミズナラ，オニグルミといった温帯性広葉

樹の優勢な植生を示していたものと思われる。本遺跡で，オニグルミ， ミズナラの堅果が検出され

たという事実は，あながち，当時の気候の温暖化とそれに伴う植生の変化といった自然環境の変容

と全く無関係であったとはいえないであろう。

しかも，それらの植物遺存体1i，マメ科の種子を除いて，食料に供せられたものと考えることも

可能である。特に，オニグルミにおいては，ずべて半割ないしそれ以下の破片であり，この事実

ふ恐らく食用にするにがこ遺構内に持ち込まれたことを示唆するのかもしれない。遺構内から出

土した敲石（凹石）ぱ， このくるみを割るためとか， どんぐりの皮むきなどに用いられたのかもし
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れないしまた石皿と数多くの控石は， ミズナラといった落葉性どんぐりのアク抜き（渡辺1972,

1973, 松山1972) の前段階として，製粉化するために用いられたのかもしれない。

ところで，現在北海道内 0)遺跡から木炭以外の植物遺存体がみつかったという報告は，管見の範

囲で不確実な例あるいは出士層位0)：まっぎりしないものまで入れると 19遺跡を数える。それを列挙

すると以下の如くである。

なお（ ）内の数字は個休数である。

1 函館市‘梁川遺跡（大場・武内1955, P.50) 

種子（キハダ） 縄文早期（梁川町式）

2 函館市春日町遺跡（児玉・大場1954, P.196) 

くろみ（1) 縄文崩期初頭（春日町式）

3 静内郡静内町トビノ台遺跡（藤本1970, P.74) 

くるみ（炭化） 羅文前期（静内中野式）

4 千歳市美々貝塚（松下ほか1967, P.51) 

オニグルミ 縄文前期（静内中野式） （14C: 4,500士140Y.B.P.) 

5 網走市大曲洞窟（児玉・大場1956, P.59) 

くるみ（3) 還文前～中期

6 函館市サイベ沢遺跡（児王・大場・武内1958, P.65) 

豆科植物， くるみ（炭化） 縄文前～中期（サイベ{}{l ~vn式）

7 札幌市手稲遺跡（大場・石／II 1956, P.57) 

くるみ（4) 縄文後期 (T稲式）

8 古字郡泊村茶袢 Z 号刹窟（竹田•関井・高橋はか1962, P.35) 

くるみ（~) 蘊文後期（御殿山式？）

9 天塩郡豊貨町豊富遺跡（河野1959, 児王・大湯1959, P.46) 

あわ，そば，緑豆 擦文時代

10 根室市西月ケ岡遺跡（八幡はか編1966, P p.95~96) 

モロコシ 擦文時代（末期）

11 十勝郡浦幌町十勝太若月遺跡（石橋・木村・後藤1974, PP. 34~35) 

オニグルミ，オオムギ，クチビルバナ科の種（シソ），アワ 扮文時代（末期）

12 釧路市緑ケ岡 STV遺跡（沢編1972, P.16) 

くるみ様炭化物(1) 擦文時代

13 常呂郡佐呂問町浜佐呂間遺跡（佐藤・其IJ11965, Pp. 55~56, 石附1975, P.36) 

ササの実 擦文時代

14 常呂郡常呂町栄沌第二遺跡（東大文‘ヽ和蔀名古学研究室紺1972, P.536) 

ミズナラ，オニグルミ 縄文晩期～続縄文，オホーツク文化

15 常呂郡常呂町朝日トコロ貝塚Fトレンチ（駒井編1963, P.246) 
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くるみ，イネ科植物（攪乱J,;,'））

16 常呂郡常呂町トコロチャジ（駒井編1964, P.184) 

オニグルミ （多数） オホーツク文化

17 浜益郡浜益村岡島洞窟（大場・石川1961. P.62) 

くるみ 招文文化？ （攪乱か？）

18 古宇郡神恵内村観音洞窟（四手井1960, P.27) 

くるみ，種不叫の種子 擦文時代

19 余市郡余市町ヌッチ遺跡（峰山1959, P. 6) 

くるみ 時代不詳（アイヌ文化？）

この内，縄文時代に属ずる例は， 1~8の 8例であるが， 1の梁）1［遺跡出士のキハダは薬用以

外，食用に供せられた・JJ:例を間がないので，一応除外して考えると 7例というここにばる。 9~13

までは擦文時代の例てあろ賛この中で， 1311)浜佐呂問遺跡の例は，報告では稗粟の種子 (250g) 

が住居址外の貯蔵穴から出士したとされているが，林善茂氏の再鑑定では，ササの実であるといわ

九る。このササの実：に種類によって異なるが， 60年忙いし120年の周期をもって一斉に開花する。

実エイネやムギと同じく栄養価，Jば高く，ササだんご，ササもちなどにして食用にされている（字

[ll]」11965)。14~19の例は，共に［1'1期，出七層位などが不明確なものが多いが， トコロチャ‘ンの例

いナ七ーソク文化に伴出したものであろうこ観音洞窟の例ぱ，石附氏の教示では擦文時代の可能性

が強し、と＇` 、われる-

問題1文， この内縄文時代の 7例の事例であ｛i] 出十した植物遺存体は， 6/}）サイヘ沢遺跡出士の

豆科植物を除'―- I ¥ - くるみ」である。芙々しげ合の例では， この「くろみ」はナニグルミで

あることが判明している。叶期：文，縄文前期が 3例，縄文前～中期が 2例，罷文後期り； 2例である。

春日町遺跡の例ぱ，長径3.1cm、短径2.4cmのくるみで，本遺跡例より大形である。時期は，縄文

早期末～前期初頭と考えられるので，時代的には，本遺跡とほぼ同じである。 トヒ・ノ遺跡，美々貝

塚ぱ，共に静内中野式士器を共件し，前者（ま，長軸 2m,短軸 1m, 深さ約 lmのピット内に40cm

程彎をミして庚化くるみが堆梢していだ 傍者は，貝層中の炭層から出十＾したもので，貝層中の木

炭の"C年代は， 4,;,I)（）土14（i:1B.P.と出てい 7 ／ここし， この年代は，土器り型式学的編年と著し

く食い違いを示して 'J、ろ e 大［川洞窟の例Iなかぎ 殻 かt体とした貝層（第 5)1:')) 中から出士したも

,I)で，長径 2.8cm, Fi予2.5cm程で 3個みつかっで ［内 2個は，両側と J)縫合線lこより穿孔さ

れて円窓状1こIJIJ叫しこいる 0)さ，小動物1ここって食こ：れた例がもしれない 3 十器1ま，綱文式，櫛目

押型文士器， トコロ第 6煩芯どが出土し Cいろが， I習位毎り）土器関係1ま小明である。サイベ沢遺跡

ゞぱ，ド］試―卜層，上 I•喜式の縄文前～中期の士器と共に，豆科植物の炭化したものとくるみの堅果の炭

化したものが入ついっているじこの内，立科植物は，本遺跡でも検出されている，手稲遺跡の例は，

第 1地区泥炭層直下{j)砂層から検出されたも 0)で， l'e:径 3cm程のくるみの堅果が 4倒以上みつかっ

ている。現在保存た1fぷ2.2cm程であるという」茶寸第 2号洞窟出土のくる口!,第 3層第 2号炉

址付近から，炭化したくる Jj..バ4個以上出士している。図示された 4例は，ずべて半割以下の資料
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である。

以上の中で， くるみの形状、バ判っているものが 3例あるが， ずべて大ぎさが核長 3cm, 核幅2.5

cm程の例で，本遺跡出土例に比べて全体に大形である。どんど｀りに関してほ， Jリ在の所消内てば

出土したという報告はねく，本遺跡倒が初見である。

このように本遺跡で，食用可能な多くの植物遺存体が検出されたという事実ぱ，崎時の植物質食品

の採取の状凡，しいては食料役得の一端を示すれ例として誠に面味深いものである。最近，貝塚の発

掘を通して動物遺存体の研究ぱ盛んになってぎたが，柏物遺存休については，まだ主だの感＇パあろ）

崎時の人間の生活・社会糾織，具休的芯狩狐・採集］）姿は，人工遺物と自然遣物の両輪の研究を

通して甦えってくるであろう）今後人「』遺物の研究と共に，自然遺物の研究がまずますウェイトを

増してくろ故縁である e （上野 秀一）

第 4節ま と め

本遺跡で検出された 3個の薗文早其）J，［～前期i刀頭(!)遺構こっ l̀、て若干ち寮ど加，／てみたいと思

う。

木遺跡かい（ま， 3 軒の堅穴咽構ぅ~,地山での四高約47. ::i~46, ;:imの問こ妥近して］ぐつかってい

る。その内，一軒は，隅丸長方形を呈し中央に約 2Xlmの掘込炉と 7木0)主柱穴，遺構外に 3本

の湖柱穴を伴なう例であろ，,住居址と衿えらわ tうこ他り） 2例は｀住国址ピナろ恨拠に乏しく，堅

穴{l居址状遣溝として扱ったもので．弟 1号は，隅丸長方形を呈し，遺構内：こ浅い柱穴 3本と床面

(F1面）」に 5cm程0)厚さの炭層が存{£した例であろ この例：こぱ，こり）床面以外：こ，焼士「、；ここゞ

大形上器片の出土からもう一ご）生活面を想定出来た (Fu(li)。第 2号は，小整円形を呈し， 立上り

も緩やかで，小ビットが，遺構内に 1本だけみつかった例であろ 遺溝周辺に 6本の柱穴状小ビ、I

トカばつかっているい， これ，戸本遺構に伴なう 1只どうかは結論は出なかった、）そして，各々の遺構

からは，縄文早期末～前期初頭に位される「東釧路Ill式J併行の士器を多量に出士しまたrニグ

Jレミ， ミズナラ｝こど (T)植物遺存体も数，わく検出てきた。

今主で道内で，縄文早期の住居址ないし竪穴住居址状遺構がみつかったという報告け，管見の範

囲て， 14遺跡：13例であ／いこの内，木遺跡と同様：二「東釧路 Ill式」ナ器を共伴した例は，網走郡女

満別町中央 B逍跡A, B堅穴（大場・奥Ill1960)， ll 梨郡松汰町、ノスケ遺跡（沢•本田はか1971),

浦刈 h1信甫河 Hl」 |lJi 舎遺跡（烹崎•他にまか 1972) ，罰路市且塚Ill」 1 丁目遺跡（沢・内編） ¢） 4遺跡， 5 

例である。

女満別町中'f::B遺跡（「）例ぱ， 兒掘技術上で，ド「l:［りを多くりしず力， A略穴い 、ド面 7'フジ不整IIJJ!;

で，直径 8mを数える。中央に，長径20cm程の焼卜）性があり炉と考えられる。柱穴は，咲周に沿

っズ 7か所確誌されている- B1怒穴：之，恨｛打者は｀ごつの応穴が重複した二小址であると説叫して

いるが，図示されたセクションからは，必fしもその関係ば判然とし欠い。報告されたヒクション

を信ずる限り，一｛町）↓＇とを有す；， J堅穴ともこる方，ぃ妥当て、」らるまいい。
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松広町、ノスケ遺跡り例は， 1釘 1 り形プラソ：•，長径5, 1In，短径-1.5mを数える。住居址内南壁側に

ぱ， l.5Xl.Om, 深竺 15cmのビットがある。柱穴は，南東壁側に應径25cm[＇)例う; 1木と北壁側

に，やや庖線的な杞ダljで直径10cm程の例が 3本あると報告されている。しかし，報図によると，径

10cm在刀柱穴：文，南側壁：こ沿ってら，や、（；、り直線的＇；配列で 3木認められ，長軸にそって 3本づ

つの柱穴が 2列配された 6本柱の住居址IJ)可能性もある。

西舎遺跡の例は， ‘に分しか残されていなかったも 0)で，径約 3mの円形フ゜ラソを呈すると報告さ

iしてし、/:こうしがし 1廿形プランてあったとは必ずしら断＇返出来芯し、 a 炉，柱穴＇；どは確認これていな

いが，仕居址壁に接して，外に仔40cm程0)台石（作業台）があったといわれる。貝塚町 1丁目遺跡

の第 13 り住居址は東半分を北筒 Ill 式期の;~9 号址で切られているため，全形は不明であるが，西壁

グ）状態からゞヽって，ほぼ円形，二近し、プラジであろうというこ柱穴様小ピ、I 卜ば、芯く，中央部近くに

同一時期と考えられる惰円形0)遺構（第 3号ピット）がある。

ひるがえって，他の土器型式を共伴した北海道の縄文早期の仕居址例を概観してみると，早期(!)

貝殻文な主体とした尖底土盆肌で：ょ，函誼市住吉Ill」遺跡（児土・大場1953)，松前郡ド前町トノで

遺跡（吉崎1965) で，遺構と思われるも 0)が確認されているが，共に乎面フ゜ラソは不明である。 fI 

吉町冽：主，石て叫主上；い長径約30cm程り）万形の炉が検出されており， これを中心に， 6 X4.5m程

の範囲が，晨い消物の分布を小めしてい心 トノマ i.ilj'.;，竪穴構造の一部ぅ：人つかったというだけ-

で詳細は不明である。

下頃心式，沼）凡人， 虎杖瓜式，東釧路窮 l群キょとり条痕文，叱線文などな文様の主体とした平）J¥

土器財0)グループでは発見例は多い。 卜勝郡閥幌町い頃辺遺跡（古崎1965)，同郡同町十和遺跡（）こ

場・明石1968, UJ] 1 il971) ，釧路市東釧路直跡（河野，沢ほか1962, 沢1968, 沢•西ほか1971, 沢・

橋木：よい1971)，白老都虎杖瓜麿跡（大場，扇谷 '1りll:l1962)，釧路市沼尻遺跡（河野・沢ほか1962,

沢・西1973), [n]市北陽高校校庭（河野・ ｛尺ほか 1962)，釧路巾縁ヶ岡 STV遺跡（沢編1972)，買

別市オムサロ第76号竪穴（人場・因幅1971) などがある。

下頃辺遺跡てぷ、工事でぷ：廿した誓(ii 確認さ｝竺らので， 1廿形プランと推定される堅穴住居址

で， 2個の柱穴が発見されたが，炉址は確認されて、ヽない｛，平和遺跡では，第 1号～弟 3号，第 5

号～第14号まで(!)13僭の膨穴が確認ぎれている、平面フ゜ラソぱ， 殆と 0)例不賂1廿形を呈している

が，第 2号，第12号竪穴ぷ伯円形で、第 5号は嗅丸方形であるこしかし，第 2号i.：：：，平面プラソ：こ

ぱ疑間があり，主た第12号は図が示めされてい iI・に、。さらに策 5号は方形で，構造的には，円形プラ

ソ（／）それと軌なー：こナろ 0)て，平和遺跡で！，ま円形プラソが般的であったと解釈してもよいであろ

う 規 模 ふ 第 5号の直U:10.6mを版）｀こし，第14号の直口． 6mを阪小とする！J'.，直怪 4~5mぅ

所に集中している。竪穴中央には，殆どの冽1こ焼，：が認めら／！している、っただし，•一・番規模の小さい

第14り堅穴こば，焼土、こ＇； f:，第 3り第 6号，溶 9号のりIlぱ，全壊に近く焼＋ー(/)有無は確認され

てし、 1位い。第 8号においては竪穴中央1こ円礫か 5~6個残i酋：されており，石囲＇［］）炉であっこ可北

性もあるといういなお，祈00号，第11¥}では，各々竪穴中丸こ大ぎな掘り込み／＇バある。各々 I.2X 

0. 9m, 深さ 20cm程のば」丸方形，長1f□ m，深； 20cm程 I)1行円形を呈ずるマ第10号てょ， こ(/)中に
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焼土が認められことのことである。柱穴げ，逍構内外に数多く認められるが，いずれも不規則な配列

のものが名い,,しかし，基本的1:c_ぱ，遺構内にあろものは，壁周をとりかこむような配列で，遺構外

にある例も，堺周に沿っている。この内，弟 7号ぱ，炉（焼士層）を中心に， じ角形に 7個の柱穴

が配されており，沼 8号では，遺構内に 3個バつ半弧状に一列に並んで， 2列 6個認められてい

るっまた，布 7,8号では，床面直上の第1V罰中でも踏み固められ，遺物ぅ；曹＇貨：て出土し， これも 1

つの生活面であろうと報告者ぱいっていろいず杖も，伴出士器ぱ，沼尻式欠'`、 Lアルトリ式であろ

東鉗路遺跡でば、 9 廿召和35年の開査（河野・（｛尺 1962) の際，その下腎から， l直径約 5.5mの不整円

形フ゜ランの住川址り：；ぐつかっていろご柱穴：，：，遺構内で，主柱穴と思われるもり）が 4本，副柱と思わ

れるものが 2本人つかっている。また，遺構外堺に沿って36個の小ピットが謀められたという。炉

ないし焼卜と思われるものは検出されていない。時期は，東釧路 l式期であるといわれる。同遺跡

の昭和42年度の凋介（沢1968) では，不肪円］Iクフ万、ノの直径 5.5mの住糾川が発見され，中央より

少し南壁によっ C炉址がみつかっているという。比面近くには，炭化した木炭お｀］ひ・ア、ンが 3~5cm

の厚さで堆栢しており，側壁と接する床面に， ff1~2 cm程の棒を突さしピ-「‘う l；小孔が並列してあ

ったという，C.CR面：こ接して，沼尻式こ前後閃侶不Iリ］□土器が出土していろ， I五ji磨伯『第 1地点（東釧

路貝塚），り昭和45年訊パ）凋査（沢•西ほか1971) ては， 2涸の住居址がみつかっているが，その内第 1

号住居址は，：i1□‘円］fクの径 4.6m程の住）凸址て，完掘ではないので詳細は不明であるが，高さ5~8

cm程の段が認められたとのことである。杜穴様ビ／卜は，南北に並列した形で， 3個認められてい

る。時期は沼況式七器に接近した時期であろうという。第 2号住居址（沢・橋本ほか 1971) は，

3. 5X3m程のイ湘守lJr約を呈する住居址で，休血中央に径10cm, 深さ21cm杓1リ）柱穴が 1個みつかっ

たという。床面には焼士ばない。時期は，不明だが，東釧路 l式より相対的に古い可虎性が充分あ

ろという。

訓路市沼尻翡跡り伶lぱ， プランぱ確認され．＿． Iヽ 、＇；＼ヽ が，中心部：こ 70X5()cm£l)焼士を板状の砂岩

4校でとりリilんだ．｛,il叩ヽの炉址があったといj)れる。この周囲より沼尻式の完形士器 1個体と石錘

11個などが出 t し C いる（沢•西1973) 。北陽高校校庭の例1ま，円形プラソて， 炉址はなく， 柱穴

ぱ 3本一直線状に削されていたといわれる，）時期は，東釧路 Il式である。

虎杖浜遺跡では， 4.9X4. 76 mの不整円形プ）ンの住居址がみつかっており，中央部床面に，楕

円形 (74X 50cm) の炉址があったといわれる。士湘は，虎杖浜式士器夜1『出して［，ろ：

緑ケ岡 STV遺跡では， 2軒の住居址・りl大＇）いっていろが， J-2号は，干壊しピ例で不整円杉

プランを呈す；： ｛l:，杜穴・炉は確認されてし、':Iヽ、 大楽毛式：こ近い土器を什出している。 J-3号

ら，不整円形／ラ ‘1/7)化居址で，炉は確認されて＇、ヽ［いが，遺構内に小ピ／卜が 13個みつかってい

る。時期は， J心号と同時期か接近した此期であろうという。

オムサロ追刻第76号怪穴では，不柩楕円形ププソリ.)すりばら状の住屈・J止が検出されたとされてい

るが， プラソ・収が不賂形で，住居址とはちえ難く，完掘していないのてはないかと考えられる。

最後に石刃鋲文化の選構と思われる例を紹介し（＿いこう↓その 1つば， 女晶別町内呈（石刃）遺

跡第一地点の例（大場・奥田196(））であろ ＿ ＿ー・ニ：、，長径20cm程の焼十＿そ！）関ぅ：こ台石， 円
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錐形石核，石槍，石刃，石刃鏃，剥片，石錘など計約 100個が発見されたといわれる。プランは，

確認されていないが住屈址であったろうといわれる。もう 1つは， 釧路市大楽毛第 4地点（加藤

1969) の例である。報告者ぱ，第 5層～第 7C野にかげてぱ縄文早期，東釧路圃式土器，第 8層で

：ま石刃鏃，第 9層1ま，先土堵文化期の石器がそれぞれ出土し，第 9層より掘り込まれた先土器文化

期の遺構と，第 7C層上部より掘り込まれた纏文早期の遺構などが検出されたといわれる。前者

は，隅丸方形の長径 3.5m, 短径 2.8mの竪穴住居址で，これを取り囲むように高さ20cm程の段

が存在している。炉址は，住居址中央に，縄文中・後期の攪乱があるため存在は確認できていな

い。しかし，先土器時代の彫器とされた第 7図2の狩料は，ファシットの入り方は，流屋型彫刻刀

に近いものであるが，長く下端近くまで抜けており，素材および周辺調整は，通常の荒屋型とは異な

っており，石刃鏃文化の所吃された同図11の例と極似している。また， 1も同図10などと類似して

いる。さら：こ，第 8園69(T）敲石：ま，いわゆる「凹石」といわれるもので，先土器時代には認められな

い。従って，本住屈・址ぱ，石刃鏃文化期か，それ以降「東釧路冊式」期の所産である可能性が高い

と思われる。なお， この隅丸長方形の住居址の北西部に，重複して梃文早期の遺構か屯なっていた

と報告されているが，その時期の遺構であるかどうかは報告では必ずしも明確ではない。

以上通観して判断されることは，条痕文・沈線文などを文様の主体とした平底土器群の時期およ

び東釧路圃式期の昭穴住居址は，プランは不整円形を某澗とし，一部隅丸方形・栢円形を呈する例も

ある。そして，焼土が，殆どの例に認められる。とりわけ，沼尻例では石囲いが認められている。柱

穴の配列に：ま，規且IJ性：ょ認められないが，東釧路遺跡昭和35年下層の例では，主柱穴が 4本であ

り，平和遺跡の第 7号で：ま，炉を中心：こ 7本，同 8号およびソスケ遺跡で 3本ジつ一列｝こ並んで，

2列 6本認められるのが，比較的まとまった例である。

それでは，本遺跡例と比較してみると，第 1号竪穴住居址例の如く，明確な揺り込ツ人をもった炉

を有し，遺構内に 7本の主柱穴と遺構外に 3本の副柱を有する例は，以上でみる限り初見である。

ただ，遺構中央に掘り込みが認められる例として，平和遺跡第 10,11号竪穴があり，また女満別町

中央B遺跡B竪穴，束釧路遺跡第 1地点第 1号仕居址，大楽毛第 4地点では，すべて完全にプラン

を確認された訳でばないが，段があった可能性がある。また，平面プランが隅丸方形ないし楕円形

を呈するものに，平和遺跡第 5号， ソスケ遺跡， 大岳毛第 4地点なとがある 3 6本柱を基調とする

例としては， ッスケ遺跡などがある。

第 1号竪穴住居址状遺構の如く，床面直上に炭料が認められた例として束釧路昭和42年調査例が

あり，生活面がもう一枚認められたと報告されているものに，平和遺跡第 7,8サ竪穴がある。

第 2号竪穴住屈址状追構は，不整円形を呈し，杜穴は 1本しか認められなかったが，この例は，

平面プランとしては，他の多くの例と同様であろう J とりわけ，東釧路遺跡第 1地，1．’i第 2号住居址

例と極めてよく煩似している。

さて，本遺跡で接近して 3軒発見された怪穴＼ま，平面プラン・構造が，各々位しく媒なっている。

時期的には，すべて同一型式の「東釧路冊式」土器を出土し，ほぼ同時期てあるとぢえられる。し

かし，仔細に検討すると貼付文の幅が少しづつ迅い，各々の間にはミクロな時間えを考えることが
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でぎるかもしれない。さて，前に掲げた遺跡の中で，ほぼ同時期で 2軒以上の竪穴が接近して発見

された例は，東釧路遺跡第 1地点の不確実な例も除いて，平和遺跡だけである Q ここでは，発掘技

術上の問題が全くない訳ではないが， 11例プランが判っており，内 8例は不賂円形である。他の 3

例は，隅丸方形ないし楕円形であるが，基本的には，円形プランを基調とずることは前述した。構造

的にも，第 10,11号の掘込みのある例を除いては，焼士と壁周内外に柱穴を伴なうという点で，比

較的まとまりがある。従って本遺跡り如き例ば，平和遺跡例と違って特異な惑がある。今後資料集

積をまって検討すべき問題である。

さて，関東地方の縄文早期の住居址に，一般に内部；こ炉址をもっていない（麻生1965)が， この

事実をもって，沢（河野・沢ほか1962) および吉崎（吉崎1965)は，「北海道のこの時期の竪穴住居

にぱ，明確なかたちで炉址の存在ずろものがある点で，本州地方のそれと性格力：胄なる」としてい

る。しかし，東北地方では，纏文早期の住居址に，明確な形で炉址を伴なっている。比較的まとめ

られている山形県の例（加藤1972) では，南陽市須刈田遺跡の須刈田式（田戸下層式併行）の隅丸

方形の住居址では，中央部に1.3X1 m, 深さ30cmの掘込式の炉がある。また，最上郡舟形町大畑

山遺跡では，山 J内式（田戸上層式併行） 2軒，細野式（子母口式併行） 1軒，大畑山式（野島式

併行） 1軒の住居址群を発掘している。平面フ゜ラソは山ノ内式においては隅丸方形，細野式は楕円

形状，大畑山式ぱ隅丸方形で， 1例の不明なものを除いて，地床炉ないし掘込炉を伴っている。た

だ，飽海郡遊佐町令俣B遺跡の例ぱ，槻木『式こ対比されるが， l1形プランを呈し，炉址は確認さ

れていない。従って，金俣B遺跡の例を除いて，関東地方の田戸下層式十一盛の時代から，東北地方

では，明確な形で炉を伴っている可能性が強いのではあるまいか。このことは，東北地方，北海道

という北日本の気候的問題に由来するものであろうか。今後検討する必要があろ。

最後に，竪穴什居址の構造上の間粗iこついて考えてみると， 一般的には，円形プラソを呈する住

居址は，柱穴ぱ炉を中心に壁面にそい円形に配列しており，上屋構造は円錐形と考えられる。一

方，方形ないし楕円形プラソの住居址は，長軸にそって柱穴が並ぶため，木材は合掌式に組み合わ

され，屋根は切碁四柱づくりにたる（麻生1965)。本遺跡第 1号堅穴住居址例は， 長軸に沿って

3本づつ 2例認められ，屋根ぱ切甚式であったかと思われる。しかも，遺構外西側に認められた 3

本の柱穴は，西側部分に片寄って，床面および遺構外縁部が焼けていたことから，入口構造に伴う

柱穴であった可指性が高い。

ただ，本遺跡り竪穴の柱穴で間題こなるのに，第 1号竪穴住屈址の東側に相対する SP-5,SP-7 

リ）小ピットおよび第 2号邸穴住居址状遺構の SP-1内からくるみが出土していることである。果し

て， これらが柱穴であったがどうかという疑間は残る。貯蔵穴的性格の小ごットであったことを完

全に1ま否定はでぎないがもしれない。とりわけ，後者の例は，直i名も大きいのでその惑を強くする。

以上，みてきたように本遺跡の例ぱ，縄文早期の住居址の平IHi形・構造に多くり問題を投げか

げ， さらに遺構内外にある小ピットの同時期性およびその性格の究明に，幾つかの問題を提示する

資料である。 （上野秀一）
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第 2章 発掘区出土逍物

第 1節 土 器（第19~25図， 図版12B, 13~15, 16A) 

本遺跡から出土した［器は， 大きく 2つのグループに分けられる。 この内， 第 1群上器は， 竪穴

住居址および竪穴住屈址状遺構を中心に半径10mにわたって多量に検出されたもので，罷文早期木

の「東釧路冊式」， 「タンネトウ E式」， 「巾茶路式」 t［どに対比される 1：器群で， 前述り遺構内から

出土しに［器と同種のし＇）である。第 Il群土器は， いわゆる「トコロ冶 6類」 といわいるもので，

第 1群 1：器の出土範囲 0)外をとり囲むように散発的に発見されたものである。

第 1群（第19~21図， 図版12B, 13~15, 16A) 

こ］）仲間ぱ， 文様棉成＇）上から，史に A~Cの3つJ)グループに細分できる。

完形土器（第19図， 図版16A)

ロ縁部う：欠損してい＇， 現存部最大it::16 cm, 底罪忙 7.5cm, 現｛(1(:j13 cm，つ比較(lり小形の深鉢

形土器である。胴部から底部にかけてはゆったりと下り，底面近くになると外側にはり出すような

形となる，）地文として撚りの方向のもがう 2種の原体を交互に施文した羽状縄文が堺血全体につけ

られな胴部上半には，細い粘士紐を数本貼付し複雑キ：文様を構成しこいる e 底部こば， 絡運体を

90°~180回転させた短filli文が数 mmおさこ並列して施文される。器炸は， 8mm内外，胎土に砂粒

を若干含J4色調は茶褐色を湛ずる。焼成

｀ヽ
は良好である。第 1群B類に扇ずる c

A 類（第20図，第211‘〈]1~8, 10 
図版12B, 13A• B ) 

絡縄体が文様施文において，

と太るクループである C -；一 I-叶：わち，

体の押圧した傭，絡蠅休を 90°~180゚ 凹

転させた例，絡縄体を回転ずることによ

り縦位に沖列した撚糸文を施文ずる例+；

どがみられる c, また，

基本原休

絡縄

これらの絡罷体に

よる文様とともに斜行羅文とか貼付紐な

どとが組み合わさって施文される例も非

゜
5畑

常，こ多く，

第19図 発掘区出土土器実測図 1 ~13ば，

こり種'.7)例も木伽こ入れたc

絡縄体圧痕文が口唇上に一
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段， ロ緑-¥-、り胴蔀一帯にがげて十数段施文される。 その下部にぱ， 淮節斜行縄文の原休の端部を押

圧する短縄圧痕文が 2~:3mm間隔に縦位に並列して施文され， その下位にさらに絡縄体庄痕文を

施文する。文様帯を明確に区分しているといった文様構成がうかがえる。器形は，

すろ沈鉢形を堪すると考えられる。

ロ緑が若干外反

14~191~, 

20~28ば，

絡還休！「痕人、＇）数段縦横 1こ苑文:十し， その下部iてげ単節斜行縄文が施文されている。

ロ唇上こは絡樋体を90°~ 180°'回転させた短縄文を施文し， ロ縁より／jIn1部にかけては，

単節罷交0)原体の端部を 1~2mm間隔に縦位に並列して圧痕し， さらに絡縄体を90°~180°回転さ

せ施文ずる短縄文がつけられ， これらによって弧を描くような文様を構成する。

29~35, 37~4mt, 比較的細い粘士紐こ etろ貼付帯が横位こ数段，V くっており， 路嘩体を回転さ

せ施文ーヤる琺糸文が器面全休をおおう。

36::tヽ9 比較的細い粘土紐による貼付帯が横位に数段めぐっており， 帖付帯間に絡羅休を， 90°~ 

180゚ 回転あるいは数回転させた屈い撚糸文を施文したものである。

41~43, 棺21図1, 2, 4~6, 8, 10は，絡縄休を数回転させ縦位に撚糸文を 1~ 2mm間隔：こ並列

単節拿斗行蘊支ゲ，砧付帯iここ--•こ区分されて交互：こ施文竺れるグルーフである：させた{,i')、ピ

第20「<'.144, 第2rn13, 7, 8ば， →L ~.7 ` 
即心ク／レー 0) i) el)と同一個体であろうかとも考え「）れる破片で

あるが， 比較的幅広の粘士幣による貼付がみられ， ーの貼付帯上に絡縄（卜を 90°~180° 阿転ざせ短

縄文を 1~2mm間隔に縦位に並列して施文されている。地文は， 単節斜行縄文である。

器厚は， 5 ~lOmm程であり，胎士1こぱ全て砂粒を若干含んでいろ 色調It, 茶褐色が主体を太

し，炭化物い付着して黒褐色え， 111ずるらの （第2(）1<ll, 7, 12, 29, 第21図 1, 4, 5, 10) もみられ

るへ焼成げ、 9 比較的良い。

B
 

類（冷21図 9, 11~60，第22図 1~23, 図版13B, 14A・B) 

粘土紐：ごよろ貼付常が主(4、かどナグループて主り， 印こ横位：こ貼付，’l｝＇バ数段めぐるクイワ， 帖付

帯が縦横こ｛ー）げちれ， これ，―-；、って文様を構成十る？イプ， 貼付常と万lj、1奴文が組み合わされて出現

するタイプ0)3種類がみられる。

9, 11 ~30, 32, 33, 35~:38ば，粘士紐によるJ:t粒的太い貼付帯が横位に数段めぐっている。貼

付帯上は， 例外なく箆状工具1こよるきざみが 1~3mm間隔：二施文さかろっ地文としてば，車節斜

行題文， 四りり方向のちがり 2柿 0)原体を交互に加文十る羽状栂文ウ'.,.-,られるこ

第21「%]:39~-19,51 ~60,第22!Xl1 ~ 5：之，比較的細い粘士紐による貼付閤が縦横につげられ，文様

構成は方形を）甚木とする。貼付悶上には 2~3mm間隔に箆状工具によるぎざみを施文する比較的

地文として撚りの}j向のちがう 2種の原体を交互に施文した羽状縄文が入られる。薄手の七器で，

第21囚31, 34, 50ぱ， 比較的太い粘士紐ここる砧付帯が横位，斜行方向：こ組み合わされで施文さ

れる。貼 {J悶•ーにこぱ箆状工具、こよるきざみが 2~3mm 間隔につげられる，，地文として単節斜行編

文，撚りの方向のちがう 2種の原休を使用するキl状縄文が施文されている。

第22図 6~10は， 比較的太い貼付帯を有し，貼付帯が縦位につげられこれを中心として斜方向の
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第22図 S256遺跡発掘区出土土器拓影図(3)
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貼付帯が数本木の枝の様な形でつけられる。貼付帯上には， 哨節羅文の原体を押庄するきざみが 2

~3mm間隔に施文される。地文としては，撚りの方向のちかう 2種の羅原体を交互に施文する

羽状縄文がある。また背面には，横位に走る条痕文が見られる

15~19は，比較的太い粘ヒ糾による貼付帯が縦・横・斜につけられ貼付帯上に単節斜fi縄文を施

文する。地文としては，撚りの方向のちがう 2種の縄厭休を縦位，横位に交互に施文ずろ羽状細文

がつけられている。貼付帯は， これら撚りの方向のちがう縄文の合わせ日に沿って貼付げられてい

ろようである。

1 ~14, 20~23は，比較的太い粘上紐による貼付帯が縦横につけられる。地文として，撚りの方

向のちがう 2種の縄原体を使用し交互に文様を施文する羽状縄文が入られ，横位．縦位・斜位方向

とアトランダムに施文される。羽状に施文される縄文の合わせ目に沿って 2~5mm間隔に縄原体

の先端部を剌突した列点文がつけられている。

器形はいずれも小破片のため明確ではないが口縁パ若干外反し，底部に至って急にすぼまりをみ

亡る深鉢形の土辟と杓えられる。またまれには，波状口緑を品するものも存在しているようである。

器厚ば 0,5~1. ()cm程度てあり胎土に若千の砂粒を含んでいる。焼成は，良好である。色調ぱ，

茶褐色を呈するものが主体をなし，灰褐色を呈するもの（第21図17)，黙褐色を呈するもの（第21

図 1~ 8, 10)，黄褐色を呈するもの（第22図12, 19~21) なとが人られる u

c 類（第22図24~41，第23図 1~26, 図版14B, 15A・B) 

粘土紐による貼付惜が全く無く，縄文原体の先端涌を刺欠した列点文，あるいは棒状の刺突具を

使用した列点文が特徴的にみられるグループである。

第22図24~31, 33~41, 第23図7, 8, 10, 12, 16, 18, 21, 23, 25は，地文として四りの方向の

ちがう 2種の羅文原体を使用し，交互に施文すろ羽状網文；只主体をなしてい::)。 1ふ快網文の縄文の

合わせ目に沿って纏文原体の先端部を刺突した列点文がめぐる。

第23図 1~6は， 口唇上にきざみ，列点文などが施文されるものである。

第22図32, 第23図17f:I:., 地文として撚りの方向のちがう 2種の椙文原体を交互に施文した羽状樋

文と，棒状刺突具による列点文が組み合わされたものであろ。

第23図13, 19は，列点文ぱ人られないが，結節羽状纏文を地文として施文するらのてある。

第23図9, 14, 20, 22, 24 Iま，撚りの方向のちがう 2釉の纏文原体を交互に施文する斗l状縄文が

地文として施文されるも (1_)である。

第23図15, 24, 26は，単節斜行縄文が地文として施文されるものである。

器形は，全て小破片のため判然としないが口縁が若干外反し底部にてくびれを有する深鉢形の土

器であろうと推定される。

器厚は， 0.5~1. 0cm内外であり，胎土には全て若干の砂粒を含んでいる。焼I}しは比較的良好で，

色調は，茶褐色をなすものが主体をなし，黒褐色在呈ヤち例（第23図3)，黄祝色を呈ず乙例（第23

図20, 23, 26) などがあ 0c
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底 部（第23図27~41, 図版15B)

ほとんどの物が底面近くにて怨にくぴれをみぜ，底1fiiが外側に張り出す形を屯する。

ただし， 28, 36:t., くびれが無く，胴邪 Jりすんなりと底！r1iへと全っている。

27, 29, 3'.!, ;33, /11ば，洛網体を90°~18(）゚ 回転‘，;ざ麓‘・'ぐろかi饗文がくてドれ蔀分に縦位に並列

しこ加文されている。
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30, 34~38, 40は，単節斜行縄文が地文として施文されているり

31は，絡縄体庄痕文が縦位を主に施文されるもので， 39は，無文の例である。

器厚は， 6~12mm内外で，胎七に砂粒を若干含んでいる。焼成はほぼ良好であり，黄褐色を足

する例 (31,33, 34, 36, 37)，茶褐色を呈する例が主体をなしている。

第 I群（第24図，

肥厚帯があって，

が巡るものである。

1~3は，

る。肥厚帯下には，

しヽが，

団版16A)

この下に円形刺突文

ロ縁部片である。 1は，肥

厚滞と小突起があり，肥厚帯上と n唇部

Kには平らな箆による述続刺突文があ

円形刺突文＇パあり，

内面にも縄文がある。 2は，肥厚帯はな

ロ唇部上とその恒下に半戟竹管に

よる連続刺突文があり， その下に中空の

竹竹状工具による円形の刺突文が巡る。

3は，肥厚帯上に連続刺突文があり，

の下に，大きめの円形刺＇だ文がある。

4~7, 9は， 胴部片である。 4は，

アヤクリ文（第二種結節） の余斗ti縄文で

ある。 5, 

る。

7は， 単節斜行縄文の例であ

6は，無節斜行縄文である。 9は，

乎箆による連続刺突文が，横環する例で

ある。 第24図

/
7
/
4
り

i
s
c
m
-

感
。O., 

蘊
『
｀

996

鬱，
S256遺跡発掘区出土土器拓影図(5)

8は，底部片で，軽い張り出しがある。地文はiii節斜行縄文である。

器厚は， 1cm程で，胎七には微量の繊維を含んでいる。色調は， 灰褐色である。

有孔土製円盤（第25図， 図版16A)

1は，第 1号竪穴住居址状遺構内より出土したものである。

土器の胴部破片を利用し，

分が欠損している。

円形にニッヂを打ち欠き整形し，中心に孔をあけたものである。右半

土器は，比較的太い粘七紐iこ：る貼付帯が横位：口数段めぐい地文として撚りの方向のちがう 2

種の縄文原体を交―りに回転した羽状籠文が施文される c lI1り付帯上には箆状工具iここるぎざみが 3~
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5mm間隔に，．｝けられこいる。胎土には若「の砂拉を含んでおり，色凋ぱ黄褐色を呈し，焼成は

比較的良奸で』りろ。

2け，発掘区の E-4区 j：り出 1：した｛）のてある。 1こf叫北こ土沿

しり罰；1|；破片 92-[l用してし、 1：) 士：りは， 糾I1ヽ 粘ヽ I舟［に［ろ防付麿が縦描

につげられ，絡纏(|]を回他、ざせ施文ずる撚糸文が並列して ~~3mm

間隔ーこつ：ナり砂ている。加上，こ：□、右干）砂和」し，含し，焼りしは比i[i『J

良仔であろ 色潤は陪褐色を呈する。 (:l」賀憲・.)

）
 

ー
~

第 2節石 器（第26~29図， 図版lfiB, 17) 

発伽区から出土した1且届ぶ，殆こ贔文早期 Kの」．陪の出 1こしたグリ

＇ 
／ドいら出 I:して＇ヽろだ・＼ J)， これらの 1：器と共伴するとも之ても差し

つかえないと思われる。

石犀り）堺仲，二，し、三ふ;:)一右箆＿，虞義し') ~削閃；＿ 9 ln］ギ石柊，石

5= 
皿，擦石知，敲石心どズめる。

第25図有孔土製円盤拓影図
石箆（第26図 1, 2, 4, 5) 

1は， a面全周と b面両側縁に加工を加えた石器である。 a面の加工げ，特に長軸(,l,j端は人念て

double end scraperこjC)考，えられる c

2は，横長の素材を使って，両面全｝，ri]1こ粗い加工を加えた石器てある。 a面卜部には，斜めに素

材面が戌り，ここが刃部であったいといわれる。上叶，；は，尖頃部を形成し両面り）加工口入念ごあろ

バ， ここぱ柏mで克った乙うと、巴られ“:)

4, 5は， 1と知似の石箆の砒片かと思われる。共に， a ll'fi全）l,j(こ粗い加工を加え， b面側緑に

沿って二次加Lを加えてし、る。

削器（第2!il":'.13, 7~9) 

ずへて 1マ） ］）タイフ゜としてまこまる：ーのては心し、(]

3は，やや幅広0)縦長象lj片を素材とし， b血左側辺に大ぎな剥雌を入れている。石監の未成品の

可能性 tある。 7に， a i扉こ原ィ日面を加広く戌ず矩形初片り） a面側縁：こ二次加］ーを加こたら[')てあ

るが，ご次加工の夕lj離は新鮮で（バティナが新しく）新しい刻離である可能性もあるぃ

8け、，やや部厚い縦長象lj片の a面左上部縁と b面凸上部緑iこ二次加工を施こしたら 0)であ心が，

この刃部：こ杞当ずる所：之鋸歯状ご，果して削料とし→用い八れたいどうかぱ不叫である。なお，下

部は，両面から厚味をとるための大きい剃離が入っている。 9は，横長の小さな剥片を素材に，そ

の全周に加工を加え，一部つまみと忌オ）れるものを作出しにしのーこあるし石匙り如、〗形態左こる

が，サイズは極端：ご小さ s：ナイフとしての用瓜ぱ，必手し［考えられない。
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扁平石核（同図 6)

6は，扁乎石核と息われるもので， a面に大形の矩形剣片をとった跡がある。あとは幅広く原石

面が残っでし、る。

石皿（第26図10, 11, 第29図7)

101ま，石lillの破片である 両面を擦面としているが｀ a面の方が，細かい擦痕を観察できる。厚

さは3.3cmで，擦面は，ほば平坦である。 11も同様である。厚さ6.7cmで， b面は軽く擦っただげ

の面で，本来の擦面ぱ， a面であったと思われろ。第29図7は，図示面のみ粗い擦痕が観察できる。
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擦 石（第27,28図，第29図 1~ G, 9) 

第29図 9例を除いて， すべて断面三角形ないし楕円形の一稜を擦面とした石器である。

第27, 28図0〉4点の石器は，第 4図 pointSからまとまって出土した例である。すべて完形品

で，断面形は三角形である。布27図 1は，擦面幅 8~5mmで狭く， 長さは12.8cmである。擦面の
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第28図 S256遺跡E-3区出土石器実測図(2)
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上の両面は滑らかであるが，擦痕は観察できない。擦痕の方向は長軸・短軸および斜めの方向である。

同図 2は，擦面幅1.9~1. 3cmで，長さは 11.4cmである。図示正面下部中央にも，一部擦痕があ

る。擦面の擦痕の方向は短軸および斜めである。第28図 1は，擦面幅1.8~1. 4cm,長さ11.4cmで，

擦面以外は原石面て，：いる。擦痕の方向は，長軸および短軸方向である。同図 2は，擦面幅 1.6~1. 0 

cm，長さ13.7cmで，他の三面も，同様に滑らかであるが，擦痕は観察されない。擦痕の方向は短

軸および斜め方向である。

第29図2,3, 5, fiも， E-3区から出土した同様の擦石の破片である。断面形は， 3を除いて

は，扁平な三角形である。 2は， 1/5程の破片で，擦面は幅0.7cm以上ある。擦痕の方向ほ，斜め

である。 3は， 1/2程の破片で，断面形は楕円形である。擦面幅I.l~O. 9cmで，擦痕は明瞭ではな

いが，斜め方向のが観察できる。 5は， 1/3程の破片で擦面幅は1.1~1Ocmである。方向は，長軸

・短軸および斜め方向である。 6も， 1/3程の破片で，擦面幅は0.3cmで狭く，方向は斜めおよび

短軸方向である。勒面形は，楕円形により近い。 4も断面形ぱ，楕円形に近い例て， 1/2程の破片

である。擦面幅は，狭く 0.4~0.3cmで，使用してまも↑ょい 19外で，擦面もまだ明確ではなく，方向

も不明である。

同図 9は，扁平な円礫の一面に軽い擦痕が観察される例である。

敲石（第29図8)

比較的扁平な棒状の河原石の両面に径 1~l. 5cm程の範囲で，敲打の跡があるものである。いわ

ふる「凹石」の初期l'と1砧ドの例ともみることもでぎる。

本遺跡の遺構内および発掘区から出土した石器は，すべて本遺跡の第 1群土器に共伴すると考え

られる。

石器の器種には，両面加工のナイフ状石器，各種の削器，石箆，扁平石核？，各種の擦石，石皿，

敲石（凹石）などがある。

削器は，定型的なものは少なく，あとは縦長ないし矩形倒片の一側に簡単｝f二次加工を加えただ

けの例である。第 9図3は，剣片の全周に二次加工を施し尖頭部を作出したものであり，熔25図9

ぶ巨視的には「石匙」じ仲間かとも見える。ぃiJ/;:, 0 「石箆」は，裏面の長軸側縁に，とっても

二次加工がある。扁平石核としたもの1ま，一端にある樋状刻離を軍視すればグレービンク・トウ

ール (gravingtool) とみることも可能であろう。

控伍の主体を占めるものは，断面三角形の一稜を擦面とした石器である。得られる円礫（河原

石）の関係で，断面が楕円形を呈する例もある。石皿としたもの：-;_,一部は機能的に砥石として）ll

いられたものもあるかもしれない。両面に擦痕が観察されろ例もあるが，常に片面の方が糾かい擦

痕を有し，滑らかてあろ、陵石としたものは，扁十'.;m」原石の一部に径 1~2cm程の範間で，繰

返しの敲打の跡がある例て，いわゆる「凹石」とノ人ることもできる。
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以上の中で，定型的な器種として一番多いのは，断面三角形の擦石であり，次いで石皿が多い。

一方，不定形の削器を除いてはナイフ状石器，石箆などの剥片石器は，擾としても少なく，器種に

もバラエティがない。一見，不完全な組成を思わせる。

それでは，本遺跡1こおけろ石器群組成が，北海道の縄文早～前期の石器群の中で， どのような位

置を示すか簡単に比較してみたいと思う。対象ぱ，士器群との共伴が比較的明確な資料を基に行な

うが，個々の遺跡における石器群が，遺跡の性格，報告者の石器認定上の問題で，必ずしも完全な

組成を示さない場合もあり，更に地理的な問題として士器群と石器群が，地域の枠を超えて同一の

ものであるという保証もないため，不備な点もあろう。しかし，ここでは細かな検証するいとまが

ないので単なる比較に留めたいと思う。

縄文早期の貝殻文を特徴とする尖底土器群では，石器組成が明確な賓料は，函館市住吉町遺跡

（児玉・大場1953) の1例のみである。ここからは，無茎・有茎・柳葉形の石鏃，無茎の石鈷，石

槍，錐，縦形・円形掻器，「石箆」，縦形「石匙」（つま人のあるナイフ），両面・片面・側縁調整の

縦形削器（つまみのないナイフ），定角式およバ狭長の石斧，擦切石斧，断面芝角形の擦石，石皿，

円形の敲石，石錘などが出士している。この内，石鏃，石鋭に関しては，素材面が表裏幅広く残る

例が多い。いわゆる「石箆」は，縄文時代に特徴的な器種であるが，住吉町遺跡の場合は，側縁を

調整しただげの例が多く裏面に調整があろのぱ， 1例のみで少ない。

一方縄文早期の条痕文・沈線文などをもつ平底七器群のグループには，釧路市沼尻遺跡（沢•西

1973)，白老郡虎杖浜遺跡（大場・扇谷・竹田1962)，釧路市緑ヶ岡 STV遺跡（沢編1972)，釧路市

東釧路遺跡第 1地点（沢・橋本ほか1971)の例がある。

沼尻遺跡では，沼尻式土器と共に，長茎・無茎の石鉱，石括，円形掻器？，縦形掻器ないしは

「石蕗」，両面・側縁調整の削器，グレービング・トゥ←ール？，定角式石斧，石錘，砥石，敲石など

が出土している。石鏃は，表裏に素材面を残す例が多い。長茎鏃は，一見石刃鏃を思わせる形態

で，尖頭部の長さに対し，茎部が長い。石鈷ぱ有茎のもので，調整は粗い。これは，報告者は異な

る時期のものであろうという。縦形掻器は，裏面側縁に沿って二次加工のあるもので，加工方法か

らいって小形の「石箆」である可能性もある。削器は，縦形ないし矩形の条l片を素材にしているが，

この中で一端を斜めに加工している例がある。いわゆる「常呂型ナイフ」に類似する。グレービン

グ・トゥールは，縦長の剥片の側縁に沿ってグレーバー・ファシットを両側に入れたもので，石刃

鏃文化のそれに類似する。

虎杖浜遺跡では，竪穴住居址内から，虎杖浜式土器とともに，石槍ないし両面調整の削器（ナイ

フ）の破片，横長ないし矩形の剥片を素材にした削器，扁平石核ないしグレービング・トゥール，

石錘，断面三角形の擦石，石皿，砥石，敲石などが出士している。器種量が少なく，完全な組成で

はない。この内，扁平石核ないしグレーピング・トゥールとしたものは，切断によって得られた打

面と思われるものを上面に有し，一端にそこから狭長の剥離を入れている例である。

STV遺跡では， 2軒の大楽毛式期頃の竪穴住居址がみつかっているが，この内 J-2号住居址

床面から無茎鏃，縦長ないし紐形剥片を素材にした削器， グレービング・トゥール，石錘，砥石，
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敲石などがある。 J-3号住居址床面からは，両面加工の石器の破片（石槍？），円形掻器，削器，

石錘，砥石などが出土しており，覆土中カヽら定角式の石斧が 1点出土した。なお， グレービング・

トゥールは，図示されていないが，黒耀石製で「左側縁部上面から打撃が加えられたもので右側縁

部にかけて幅広いグレイバー・ファッ、ァトをもつ」と洸明されている。

東釧路遺跡棺 l地点の東釧路 l式土器と共伴した石器は，無茎石鏃，掻器，縦形削器，グレービ

ング・トゥール，石錘，砥石などである。資料が少ないので組成は完全ではない。

一方，東釧路 Ill,N 式頃の時期になると目梨郡羅臼町、ノスケ遺跡（沢•本田・西・大沼1971) ，網

走郡女満別町中央B遺跡（大場・奥田1960)，浦河郡浦河町西舎遺跡（黒崎・橋本ほか1972)，夕張

郡長沼町タンネトウ遺跡（野村1962)，東釧路遺跡第 1地点（沢・橋本ほか1971)などの遺跡がある。

ソスケ遺跡の第W層からは，東釧路＇式土器と共に，無茎鏃，有茎石括，石槍？，円形掻器，縦

形削器などが出士している。女満別町中央B（本郷）遺跡のA竪穴内からは，やはり東釧路 Ill式土器

に伴って，狭長鏃，両面・片面・側縁調整の縦形削器（ナイフ），石錘，砥石などが出土している。

西舎遺跡でぱ，住居址内から貼付文のある東釧路 Ill式頃の土器と共に，石鏃，縦形石匙，縦形削器

などが出士しているがいずれも資料は僅少である。

クンネトウ遺跡B発掘区の資料は，比較的主とまっている-ここからに，クンネトウ E式と共

に，狭長鏃，石槍，石錐，「石箆」，縦形石匙， グレービング・トゥール，擦切石斧，環頭石斧，砥

石などが出土している。この内，狭長鏃ぱ，「先端の折口 iこまてぢよ，んで細部加工がなされている。

つまり先端を意識的に加工している」としてサイド・ブレードであろうとされている。グレービン

グ・トゥールは，「いずれも上から右下へ向って一打を加えた刻離面を有している」(P.69)と説明さ

れている。また，東釧路遺跡第 1地点でぱ，東釧路N式土器に伴って，無茎・有茎鏃，有茎石括，

円形掻器，削器，定角式石斧などが出士している。

あと伴出関係が明瞭ではないが， 目梨郡羅臼町中谷遺跡（沢•本lll •西・大沼1971) では， コッ

タロ式，中茶路式などの第圃群土器に断面三角形の擦石（手持石杵）が数多く共伴している。また，

網走市網走湖底遺跡（米村・松下・安倍1967)では，無文士器と l1甜付文のある東釧路 Ill式頃の土器を

出士しているが，掻器，削器，両面体石器，環頭石斧，石斧，石錘，砥石などと共にグレービング・

トゥール，断面三角形の擦石の破片が出土している。この内，グレービング・トゥールは，虎杖浜

遺跡出土例に類似している。

以上縄文早期の石器群をみたが，全体に資料的に少ないためか，各士器型式グルーフ゜内でも，か

なりぼらつきがあり，傾向性をつかむことが難しい。石鏃では，一般的に無茎鏃が多く，それに長茎

鏃ないしは狭長鏃といわれる独特な石鏃を伴っている。これらの例は，石刃鏃と何らかの脈絡を感じ

さ生る。石槍，石括に関してに明確な伴出例は少たいが，住吉町， STV遺跡 J-3号住屑址，ソ

スケ遺跡などで出土している。石錐も少ない。住古町例とクンネトウ遺跡例だけである。円形掻器

に一般に多い。住吉町例そして条痕文・沈線文を有する平底土器群iこは，通有の石器器種である

らしい。東釧路 Ill式前後の時期には一般に稀薄であるが，ソスケ遺跡では多く出士している 3 「石箆

」ほ，北海道例ほ掻器に近い形態を呈し器種認定が難しい面もあり，確実な例は住吉町例だけであ
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る。沼尻，クンネトウ遺跡例も，巨視的にはこの仲間かもしれない。「石匙」といわれるつまみ

のあるナイフは，住吉町， タソネトウ遺跡などにはあるが，条痕文，沈線文を有する乎底土器群に

は認められない。石斧に関しては，定角式の石斧が，数少ないながら認められ，住吉町，タンネト

ウ遺跡では擦切F法がある。石llil.は住吉町，虎杖浜で発見されている以外顕著ではない。石錘は，

住吉町遺跡および条痕文・沈線文を有する平底上器群に全例認められるが，東釧路 lI!式前後の時期

では，女満別町中央 B, 網走湖底遺跡例だけである。断面三角形の擦石は，住吉町，中谷遺跡で数

多く認められた外ぱ，数発的である。虎杖浜，網走湖底遺跡で若干出土をみている。いわゆる「凹

石」の出土倒はない。グレーピング・トゥールは，沼尻，虎杖浜， タンネトウ，網走湖底などで出

土している。なお，クソネトウ，網走湖底遺跡では環頭石斧が出土をみている。

さて，縄文前期には，温根沼式，朱円式，多寄式などの押型文土器のグループと春日町式のグル

ープ，そして静内中野式，加茂川式の土器グループがある e これらの土器群の石器組成をみてみる

と，まず押型文土器群では，根室市温根沼遺跡（児玉・大場 1956)，釧路市東釧路貝塚（河野・沢

ほか1962)，上別市多寄遺跡（佐藤・近堂1960) などがあり，その内，湿根沿遺跡第 1怪穴下層（

第 B~Ill層）および貝塚貝層からは，温根沼}し土器と共に石錐，円形掻器，縦長削器，斧形石器（

敲石）などが出土している。

東釧路貝塚では，第V群土器と共に，数多くの剣片の側縁に簡単な二次加工を施しただけの無茎

鏃，有茎鏃，有茎石鋸，石槍，石錐，数多くの円形掻器，縦形石匙，両面・片面・側縁調整の削器，

定角式石斧，石皿，石括，「石冠」（擦石），砥石，礫器などが出土しており，器種も多く量も豊富

である。

多寄遺跡では，多寄式士器と共に，有茎鏃，有茎石銘，石錐，円形掻器，縦形石匙，両面・片面・

側縁調整の削器，定角式石斧，手斧，扁乎石核などが出＿七している。

函館市春日町遺跡（児玉・大場1954) では，春日町式土器に，多数の無茎鏃，柳葉形鏃，石槍あ

るいは両面加工のナイフ（削器），石錐，「石箆」，縦形石匙，側縁調整の削器，定角式石斧，狭長

石斧，打製石斧，断面三角形の擦石，凹石，石錘，敲石をともなう。

静内中野式土器のグループには，空知郡栗沢町加茂JII遺跡（岩崎・宇田川•本田・河野1966) ，静

内郡静内町中野遺跡（河野•藤原•藤本1954) ，伊心郡伊達町北黄金遺跡（名取・峰山1954) などが

ある。

加茂川遺跡で（ま，加茂JIl式＿七器に，無茎鏃，有茅石鋸，石槍，石錐，掻器，両面及び片面加工の

縦形石匙，側縁調整の縦形削器，定角式石斧，狭長石斧，擦切石斧，打製の斧状石器，石錐，凹

石，北海道式石冠（擦石），石皿様石器，敲石，砥石などを共伴している。

雑内町中野遺跡B区からは，［（げ内中野式士器に，無茎鏃，有茎石鈷，円形掻器，縦）移石匙，クピ角

式磨製石斧，擦切石斧，石錘，北海道式石冠などを伴っている。

北黄金遺跡上坂台地尖哀貝塚では，静内中野式士器に，有茎鏃，無茎石鈷，樅形石匙，側縁調整

の削器，定角式石斧，石鋸，北海道式石冠，石錘，砥石などが出土している。

以上の縄文前期の石器群には，早期に比べて，かなりまとまりがある。石鏃においては，各型式
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を通じて無茎鏃が一般的で，有茎鏃をともなうのは北数金遺跡上坂台地例を除いて押應文土器グル

ープ応：ナてある。有茎・無茎の石鈷，縦形石匙も，各型式を通してある。円形掻器は，押型文土器

:::.：ま一般的で，＇との他では静内中野遺跡で出土しでいるのみである。石箆は，春日町遺跡て認めら

れただげてある定角式の石斧ば，全型式伴ilけゾ：控L7J石斧ぱ，東りII路貝塚，府内中野式のク；レ

←ープにあり，石鋸は，東釧路只塚， 上坂合地にある（）凹石は，春 II町，加茂川遺跡などに認めいれ

る。網文早期に認められたグレービソグ・トゥールは，前期にはない。

以上みてi韮断されるように，本退跡例と同椋な組成を示す例は，東釧路III式前後の時期にもな

く，他の型式グレーフ＇゜のらのとも異， i;っ-こいる。たfこ，本遺跡で，最，も多く出士した断面三角形の

控石□中谷遺跡，網走湖底遺葛て出土をみでおり，扁ギ石核芯し、しクレービング・トゥールとし

た器種は，虎杖浜，網走湖底追跡て出士しているっ

本造跡の石器詳組成のきわだった特徴は，石鏃をはじめとする尖頭器類が全くないこと，石斧，

石鋸などかないことである。さらに付言すれは，石斧を除いた大形器種の石悩は比較的豊鈷である

が，創片石晶：よ悩種、こおいてら，凪、こおいても極めて少はい。この事リ］ま，他の）且跡との比校を通

じても， ぎいだ，，，た差異として浮ご;'I::っくる。このことい， 4ヽ退跡の性格一ーー特こ， じットルメソ

ト・パターソの一端を示寸ものが， ぢる［ヽ：亡内障：ご立地;-ろとい＇〉地即的特改左二由［するの、 34、(:

今後の課題である。

なお，北両道の纏文時代早．，前期の石描群組成の間超ば，竹に「石刃鏃文化」との1月連て問匙｛こ

なってくるし， また東北地方との比11'と考祭も当然必要である。さらに，個々の器種に閃しても計細

に検討ずれ，文、多くの問題が提示さ加るのは明白であるが， これら残されに課咀はけ来五を果したい

と思う。 （上野秀一）
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第4表 S256遺構出土石器一覧表

図版
番号 1出土地区 1 名

9-1 第 1号竪穴 1 擦

2 I " 

称 1全長1最大幅！最大厚国叫石質 1 備

I mm mm mmi' 
石 (140)1 581 73I 650I Py.-an. I s-1 

" 1 11sl 401 301 2sol Ho.-an. I S-2 

考

3

4

5

6

7

8

9

0

 

ー

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

 

'-

4

5

6

7

1

 
7
 

ー

” 
” 
” 
” 
,, 

” 
＂ 
” 
” 

” 
” 

” 
＂ 
” 
fl 

”
 II 

”
 

削

両面体石器の破片

削 器

両面体石器の破片

＂ 
＂ 

扁乎石核？

矩形剥片

縦長剥片

矩形象lj 片

21 i” 
16-1 I 第 2号竪穴

状遺構
I擦

2 I " 

3 i fl 

” 
fl 

＂ 

＂ 
” 

” 

II 

” 
＂ 
” 

厨状泰1l 片

” 
＂ 
” 

” 
” 
，， 

器

凹 石

H 皿

ナイフ状石器

石 皿I

5

J

6

1

2

 

1

1

2

2

 

3

6

1

2

 

3

2

4

4

 

18 

32 

36 

(19) 

35 

43 

38 

28l 

30 

25 

27 

2
2
2
0
 

，
 

2

5

5

 

，
 

7

9

1

8

2

6

 

2

2

 

4

7

)

8

 

3

1

2

5

2

1

2

2

2

1

旦

2
 

（
 

201 24 

26 

石 1 (107) 

(55) 

! (71) 

(59) 

162 

(81) 

53 

254 

22 

51 

59 

35 

51 2. 01 She. 

51 1.41 Obs. 

31 2.81 She. 

91 6. 91 Che. 

51 2. 11 Obs. 

31 1. 51 Obs. 

61 3. 61 Obs. 

8 3. 3 0bs. 

51 4.11 She. 

41 3.01 She. 

9/ 6.0/ Che. 

6 5. 2 She. 

31 2. OI Obs. 

3

3

 

1. 31 Obs. 

1. 71 She. 

51 2.51 Obs. 

31 O. 91 Obs. 

51 1.31 Obs. 

21 1. 31 Obs. 

771 6001 ~y.—an. 

79/ 350I Py.-an. 

411 1501 Py.-an. 

尖頭部作出

9と接合

（註）
S-7 破片

S-4 " 

S-2 " 

571 741 3501 Py.-an. I S-8 q 

63 9 

(57) I 
24 

182 

411 6001 Py.-an. 

57¥ 360¥ Py.-an. I 

81 9.01 Obs. 

631 2, 3501 We.—tu. 

S-6 

S-5 破片

S-1 

S-3 

（註）この石器は， 3片に割れて出土したが，内 1片は，第 1号竪穴住居址状遺構から出土している。
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第5表 発掘区出土石器一覧表

図版
番号！出土地区 名

1

2

3

4

5

6

 

5
 

2
 

7

8

9

0

1

1

2

1

2

1

2

3

 

1

1

 

―

―

―

 

6

7

8

 

2

2

2

 

4

5

6

7

8

9

 

D-4 

D-4 ? 

D-1 

D-2 

E-2 

E-2 

表採

D-2 

D-12? 

D-4 

D-2 

E-3 

E-3 

E-3 

E-3 

D-4 

E-3 

E-3 

D-2 

E-3 

E-3 

A-3 

D-4 

D-4  

石

削

石

削

石

擦

石

凹

擦

” 

” 

考

扁平石核

” 
” 

” 

” 

＂ 
” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 

ヽ＂ゞ・3
n
 

称ー1全長1最大幅最大厚1重量石質 l 備

mm|J1l1ll llllll 

箆 66 41 11 35., 

681 381 111 31.' 

? I s9j 361 131 21. : -
I 

箆 (27)I (27) 

(28) I (29) 

器？

'

,

＇

,

9

 

2

8

0

3

4

3

5

2

1

3

0

1

)

9

3

9

5

)

1

4

 

1

2

1

1

3

6

7

8

8

7

6

7

4

5

6

4

8

3

1

 

⑮

は

‘

5

1

)

）

3

9

4

6

9

5

8

5

)

0

7

 

4

3

2

4

0

4

5

4

7

6

2

5

の
2

2

3

2

4

5

4

1

0

0

0

⑱
 

（
 

1

3

0

)

）

5

8

5

2

6

 

4

4

6

9

5

6

4

3

5

4

 

0

3

1

1

1

1

1

 

1

1

 

（

（

 

皿

石

25 

(68) 

(93) 

(86)! 

(62)1 

1 (62) 

皿 1 (55) 

106)1 

石？ I 43 

13 

9-i 
71 She. 

31 Obs. 

31 Obs. 

81 5. 61 She. 

9.41 She. 

42.11 She. 

10. 91 Obs. 

12. 81 Obs. 

1. 21 Obs. 

5001 Py.-an. 

4601 Py.-an. 

7001 Ho.-an. 

8001 Ho.-an. 

8001 Ho.-an. 

破

つまみあり

8501 Sa. 

3401 Py.-an.,破

901 Sa. 

I 210!, Py.-an. 

1901 Py.-an. 

1901 Py.-an. 

1001 Py.-an. 

1101 Py.-an. 

2501 Py,-an. 

401 Py.-an. 

” 

片

片

”
 ” 
” 
”
 ’’ 
” 
” 

〔石竹略号J

Che. (Cii.ert) :桂岩， Ho.-an.(Hornblende Andesite)：角

閃石安山岩， Py.-an.(Two Pyroxene Andesite)：複輝石安

山岩， Obs.(Obsidian)：黒耀石， Sa.(Sand Stone)：砂岩，

She. (Hard Shell)：硬質頁岩， We.-tu.(Welded Tuff) : 

熔結凝灰岩
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ー S257遺 跡

本遺跡からは，性格不明の小ヒベゾト 1個と綱文時代晩期最終末～統縄文時代初碩頃の土盛および

石器が出七している（第30~33図，図版19, 2(））。

第 1章逍 構

第 1号ピット（第31区，図版19B)

長往L5m, 短往LOm, 深さ40cmを数するぃ

南西部壁ふゆるやかに煩糾して底部へと至り，北東部壁は，伯立に近くなる。墜はかた＜， し

っかりしている。底面は，中央に府干の高まりをみせる他iよ乎坦でありかたくしまっている。

埋没状況を層序にて見ると

第 1層：陪褐色土

第 Il層：賠茶褐色土

第 ill層：黄褐色土

第N屈：褐色土 A
 第 V陪： Ill層 に良く似た

層

第＼屈：黒褐色土

第Yll層：漸移層（黄褐色火

山灰質土粋）

土器・石器などの遺物は全く

A 
出土しておらず本ピットが遺構

であるとする根拠に乏しいが，

壁・床の状態がかなりしっかり

しているところから，人為的に

掘られた可能性が高い。

（羽賀憲二）

B-

゜
1M 

第31図 S257遺跡第 1号ピット実測図
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第 2章 発掘区出土遺物（第32, 33図）

S257遺跡では， A-｛―)9区を中心に， B-(―)8, B-(-)9区の狭い範囲から遺物を検出している （第
29図斜線部分）。出土量：i, 表採を含めて土器53片， 石器 2点で全体に僅少である。

土 器（第32図， 図版20A)

1~11は， ロ縁部の破片である。 1~3,5ぱ， ロ唇部り下 2cm程の所に肥｝＃部があって，段を形

成し，この上は地文はない。 1および 5ではここに凡棒状工具の先端を連続剌突した文様が， 2~3本

単位で曲線状に施され， 1,4,6,8においては，肥厚部直上に横位に同様な連続刺突文が観察される。 1

と5には， 突起がある。大きく肥厚させ， 中央部はへこんでいる。いずれも， ロ唇部は平らで， 丸

棒状工具の先端部による剌突ないしは，側面を押圧した文様がある。肥厚帯より下には地文が施さ
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第32図 S257遺跡発掘区出土土器拓影図
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れており，ここに，横位に 3本程の撚糸圧痕文がある Q

7は，肥厚部および段はなく， 口唇部下に撚糸庄痕文が 3

本横走する。ここには地文はない。口唇部は平らで，このヒ

に平らな角のあろ箆のような工具で「x」字状に，交印こ方

向をがえた刺突文がある。

贔り翡0
~ 1 

゜
＜今 2

5cm 

9~11は，いずれも口唇部を欠損するが， 地文の上に， 丸 第33図 S257遺踪発掘区出土

捧状I具による沈線文が施されたものである。 9, 10でみる 石器実測図

限り，モチーフは，連続横走沈線文と右下りおよび左下りの 2種類の方向の斜め沈線文が交叉して

いる。器形はやや内湾する 3

12~17ば，胴部片であろ。 12~16ほ，いずれ土ピ下りの節の細かい淮節訂行砥文てあるり 17は，

滞罷文である。

9~11および17例を除いては，全体に破片の曲面率が低く平坦で，器形はかなり大形か，ないし

は円商形以外の器形である可能性もあろう。

器厚 4mm程で，焼成I!_よく，内面は横に整形している。色調は，灰褐色を基凋とする。

これらの土器は，大きくいわゆる r大狩部式」に近い位置を求められるものて，夕弘郡由仁町束三

川遺跡の I 式（野村1969) ，幌泉町東歌別遺跡（扇谷1963)，新冠郡新冠町緑丘遺跡（藤木•愛下1963)

の資料なとに近い。特に，口唇部の刻Hぱ，東三川 Il式のグループのそれと類仰している。

石 器（第33図図版20BI:段）

1は，表採品で，全長32mm, 最大幅17mm, 最ぺ厚5.5mm, 重量2.7 go)有茎石鏃である。縦長

刻片を素材に半両面加工している e 先端部には原石面が幅広く残り，未成品の可能性もある。逆刺

は不明腑で，茎部作出も顕著ではない。

2は， A-（一）9区の耕作士中から出土したもので，現存長29mm, 最大幅21mm，最大厚 5mmの縦形

石匙である。先端部を欠損する。素材は横長刻片で，つまみは，両側から大きな 2回の条l離で作出

されている。 a面と b面右側緑に加工がある。なお， この柾の裏 (b)面加工は，細文時代末期～

続縄文時代に特徴的｝こみとめられるものである。

石質は，いずれも黒耀石である。 （羽賀憲二）
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第34図 5253遺跡発掘区配置図および遺構関連図 〔注〕 FTとはいわゆる風倒木痕を指す。●印は石器出土地点
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S253遺 跡

第 1章 遺構および出土遺物

第 1節遺 構（第34図，図版22B)

C~D-9区の耕作土中から陶磁器の破片やガラス片，腐蝕した鉄片などが次々と見出され，そ

の範囲はlOX8 mにも及んだ。そこで一帯の耕作土を黄褐色火山灰層（月寒火山灰層 (Tk)）の上面

主で一様にとり除いたところ，さらに (Tk)に掘り込まれた，平面形の四角なものと丸いものとの 2

ぐ）の大きな掘り込みが連らなって存在することが判明した。とりあえず四角い方を 1号掘り込み，

丸い方を 2号掘り込みと呼ぶこと；こし，初めに両者の覆土の堆積状況を況明する。基盤の (Tk〕

の上面20~30cmは，いわゆる漸移層の黄褐色火山灰質土であるが，セクション図では区別していな

し‘

゜
弔 l層：黄褐色火山灰 (Tk〕と茶褐色土とが混りあった）i刈。耕作土冷ど両者の混合は徹底してい

ない。

第 Il層：茶褐色上に木炭の小片，細粒がたくさん混入して黒褐色を呈する附。

壌 l11層：パサパサした黒褐色士で，耕作土と異なり黄褐色火山灰 (Tk〕を況入しない。木炭の細

片ぶ数多く点在するが， Il層ほど木炭の細粒が充満して 1まい芯い。

第1V層：微細な粒子の白桃色の灰。

第V層：木炭の細片，粒を主体に黒褐色土が若干混入。 XI層ほど真黒に炭一色ではないが，黒褐

色土の涅入ぱ目立たぬ存在で，木炭がつまっている感じの呼。

第VI層：灰と炭粒と茶褐色土とが混合した層。 X層の上部が汚された感じて， X層との境；よ必ず

しも明瞭ではない。

第vn層：灰と炭粒と土粒とが髭合した層で汚れた灰褐色を里する。構成はVIII層とほぼ同じだが，

庚，予主体でべと/_)いている。

第Ylll層：炭粒と灰と土粒とがこ゜ちゃまぜに撹拌された惑じの1,1屯炭粒が主体で黒褐色を兒する。

第IX層： X翔が一度掻き出され，さほど土との混合がすすよぬうちに再堆積した惑じの層。構成

はXI憎とほぼ同じだが，不明瞭ながら白灰色の灰と赤褐色の灰との互層が部分的に認められる。

第＼層：赤褐色を呈する灰胃で部分的iこ白灰色の灰ブロ、ノクが点在する。セクション図：こ糾線の

人った断面で示されるように，大苫な木炭がそっくり残されており，大きな木炭の内部は生焼けの

ものが多い。

第XI層：木炭の徴粉を主体に灰が多少混入ずろ炭層。
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第刈層：壁をつくりだすために固くつまれた惑じのもので，赤褐色の灰を主体に白灰色の灰が混

合する。

第X1II層：黒褐色士と木炭粒と黄褐色火山灰 (Tk)とがごちゃ主ぜになっている附。主体は黒褐色

七と木炭粒とてある。部分的にば不明瞭ながらさら；こ分層可能な堆積をみせろが，全体としては 1

層と捉えられる。

第XIV層：黒褐色士と木炭粒と背褐色火山灰 (Tk) とがこ•ちゃまぜになっている附。主体は (Tk)

で全体としては暗黄褐色を呈する。

第W層：構成はXIV層とほぼ同じだが，比較的大ぎな黄褐色火山灰 (Tk)の塊を多く含む3

第別層：刈応とほぼ同様と思われるが，再堆積の黄褐色火山灰，黒褐色土，再堆積の黄褐火山）火

と分層し，ごちゃまぜになっていない。
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第閥層：一度掘り出された黄褐色火山灰 cTK)が再堆積したもので，黒祝色土と品合して汚れて

いる。

第洞l／暑：黒褐色士と黄褐色火山灰〔Tk)とが半々くらいの割で混り合った層で町茶褐色を呈す

る。それぞれの粒子は微細で，この層はかなりしまっている。

第淑層：上から茶褐色士，灰褐色の灰，黒褐色士とサンドイッチ状に董なった層であるが，その

分／情が明瞭な部分はわずかで，多くはそれらが入り乱れ混り合っている。

以上の層のうも第X,XI層は，その構成が純粋で堆柏状態も整然としており 1号掘り込みの構築

目的と直接に関連する層と理解される。

1号掘り込み（第35図，図版23A)

形状はほぼ方形で東西方向約3.3m, 南北方向約3.8mをはかるが，東側に幅30~40cm, 奥ゆき

約40cmの方形の突出部が 3つ付屈している。壁は黄褐色火山灰〔Tk)の上面から約 50cmの深さま

でにぼ垂直に据り込まれている。 3つの突出部の壁もほぼ垂直である。底は水平な平坦面で， さ

らに段差なく 3つの突出部の底につづいている。一連の壁は固くしっかりしており，その大部分が

焼：ナて赤化している。底面の一部， とくに東側の底面にも同様の赤化が認められた。

この赤化の状態と上述した，第X,XI層の構成などから，この 1号掘り込みが炭焼窯であること

ほほぼ疑いのないところである。これが炭焼窯であれば，東側に付属する 3つの突出部は恐らく煙

道と思われる。また，西側の 2号掘り込みに連なる部分は窯口であろう。

2号掘り込み

これは長径約 6.5m, 短径約 5mの不整な楕円形を星する大きな深い掘り込みで， 東側は 1号掘

り込久の窯口と思われる輻 1.1m(1）突出部と連結している。この窯口の底は波打ちつつ西へむかっ

て次第に下降してゆく。一方， 2号掘り込み本体の底面は中央部ではゆるやかに波打ってる程度で

あるが，周縁にむかうにつれ起伏が激しくなり，底面といった一つの面が明瞭には捉えられない。

黄褐色火山灰 cTK)上面からの壁高ぱ，南側では 40~60cm, 東側および西側では 50~90cmの間で

ある。掘り込みの角度も一様ではなく，南側では仕ぼ垂直であり，東側ではゆるやかな傾斜に掘り

込まれ，西側では緩傾斜から急激1こえぐり込まれているぃ

この 2号掘り込みは，直接に 1号掘り込みと関連するものであろうが，最ド層のXlX層には木炭の

細粒や灰の合有がさほと多くはなく，壁や底のつくりだしが甚しく一様ではない上に，壁などに熱

による赤化といった現象は見受けられない。このことから推して，この 2号掘り込みは，炭焼きに

伴う第二義的な作業場，焼きあがった木炭の処理場所といった施設であったと思われる。なお，北

側半分は，南半分と同一の構造，層堆積を有するものと判断されにゆえ，発掘はしていない。
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出 土 品（図版25)

陶磁器とかガラスの破片といった出土品は， 1号， 2号掘り込みの上の耕作土，および 1層から

N層までの各層から出土したが，出土品それ自体は出土の層位にかかわりなく伺ーの様相を示す。

出土品を以下に列記するが，磁器のうち文様の付されているものは大部分フ゜リソトによる。陶磁

堺の数量は最小の個体数であろ。

陶器壺

浅鉢

いわゆる貧乏徳利（図版25-8)

擢鉢

耳つぎ小鍋

飯茶碗（図版25-4・5)磁器

その蓋（図版25-1・2)

褐呑茶碗

小皿（図版25-6) 

小鉢

ぐい呑（図版25-7)

竺平皿のようなもの（図版24-3) 

憫徳利

銅銭（図版25-12~14)寛永通宝

1銭銅貨（明治 9年鋳造）

1銭銅貨（明治10年鋳造）

銅製品

鉄製品

キセルの吸口（図版25-9)

鉄鍋破片

缶詰の缶破片（図版25-11)

座命

5寸釘（図版25-10)

くさび

その他の破片

ガラス製品破片

合成樹脂製の小さなボクソ

動物遺骸 工ゾシカ落角

サメ類椎骨

ホタテなどの貝殻片

1 

1 

2 

1 

1 

， 
7 

2 

3 

2 

1 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

若干

1 

1 

約20

約30

3 

左右各 1 （異個体）

6 

3 

（高栢和樹）
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第 2節 いわゆる「風倒木痕」について（第36図）

第34図に示したように週査区域内に17個のいわゆる風倒木痕が見出された (FT1 ~17)。耕作土

を剥ぎ一様に黄褐色火山灰質土層まで掘り下げた時点で，それらは特有の平面観を露わにする。多

くのものは，二つの不整な半月形を星する黒色の土壌に囲まれた，長径 2.5~5 mのほぼ楕円形の

プランを有し，黒色の土壌に馬蹄形に囲まれた内側は一帯の黄褐色火山灰質土層とほぼ同様の土層

が，既に耕作によって削平されてしまってはいるが，かつてはマウンドを形成していたようだ。こ

の内側の黄褐色の火山灰質土の色調は，乾ききると周囲にひろがる黄褐色火山灰質土層より一段と

明るさがきわだつ。これは後にし触れるが，黒色の土壌の落ち込みに端的に小されるように，内側

の黄褐色の火山灰質土が排水溝にぐるりと囲まれているようなしのて，周囲の黄褐色火山灰質土層

とはくらべものにならないほど水はけが良好のためかと思われる。

17個のいわゆる風倒木痕の長軸方阿には，おお主かにみてほぼ南北をとるもの (FT1, 2, 8, 

13)，ほは東西のもの (FT3, 4, 7, 9, 10)，ほぼ北東ー南西のもの (FT5, 6, 11, 12, 14, 15, 

16, 17) などが認められた。

いわゆる風倒木痕が人為的な遺構ではなく， 自然の営為の所産たることは第 3章に詳述するが，

しばしば遺跡において見出されるこのいわゆる風倒木痕の構造，層堆積を把据するため，またこの

S253遺跡の遺跡としての性格を考祭する必要上， 17個のうち規模の大きな FTI,FT2の2例につ

いて調査を実施した。

耕作土を剖ぎ黄褐色火山灰質土層まで掘り下げた時点で確認された平面観は第36図に示した通り

である。遺憾ながちFTlについてしま，ほぼ南北に二分するセクションライソより北備の平面観0)実

測がおわらぬうちに発掘作業が進んでしまったため，写真と対比しつつおおよその復原を試みるに

至った。平面図中，実線で囲まれた部分は第 V層，第V1D層など，特に色調の濃い黒色の土壌の分布

を示し，その内側の破線と実線とに皿まれた部分は，その他の開っげく汚れた土壌の分布を示ナよ

う努めた。

FT1および FT2の層堆積について（図版23B)

FT1およびFT2の層堆積は甚本的に同一であり， まさにいわゆる風倒木痕に特有のものである。

以下に層名を列記する。

第 1層：黄褐色火山灰質土層。粒子は細かく湿った状態では粘性に富む。いわゆる漸移層であ

る。

第 Il層：月寒火山灰厨 (TkJ。いわv'，Pる地山で，叫るい黄褐色を呈し，堅くしまっている。

第1ll層：ほぼ第 1層と同様だが，ぼそぼそしており，一度浮いた感じの層である。乾ききると色

調は第 1層より明るくなり，明るさがきわだっ。この層は本来はマウンドを形成していたと思われ

るが，既に耕作による削平を被っていた。
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第36図 S253遺跡におけるいわゆる風倒木痕

第1V府：ほぼ第 l／曽と同様だが， 一度浮いた惑じで， ややぼそげそしている。色調は第 Il罰より

やや明るい。策圃附と第1V丹との差は小さく，

第V胃：黙色土。粒子は細かい，

断面を観察して朧げに分けられる程度てある。

第YI層：黒褐色土。第V層とほぼ同様であるが，湿った状態では第 V附の黒さがきわだつ。

第Vil層：賠渇色土。粒子は細かく，第YI層より色調が淡い。

第VID層：いわゆる風倒木痕の壁沿いに県色土が陥入していったものらしく，第皿， IV層の小塊を

混える履。全体としてはほぼ暗褐色を足するが，部分的には色調に濃淡の差が認められ，

色調が遵い傾向がある。

上部ほど

第IXI曽：賠黄褐色火山灰質土）情。黄褐色の火山灰質土に黒褐色の土が少し混合したような感じで

ある。やや粘性に富む。

第 X層：第1X層とほぼ同様だが，第1X層より色調淡く， 粘性は乏しい。

第XII習：黄褐色を星する火山灰質土附だが，若干汚された惑じを有し，粘性に富む。色調は第XI

層→第 V層へと向うにつれ濃くなる。

第刈層：灰褐色火山灰。ざらざらした火山灰の細粒で， 二次的に流されてきたもののようであ

る。

-88-



口 1（第36IZI, 図版24)

9~10-H~I区に見出され，長径およそ4.8m, 短径3.6m程で，長軸はほぼ南ー北方向をとるぃ

平面的には東側と西側：こそれぞれ半月形：こ黒色の土頃が相対して分布rる］，黒く汚れた土棋の分

布は東側の方が多い。セクジョンラインにはかかっていないが，黒色の土荊の上にほザラザ予した

火山灰（第XII層）が薄くのる。

断面図，こ示きれる如く，第V障の下に続く第渭屈が東四両側から深く浴ち込んでおり，あたかも

第 Ill,W屈は浮ぎ上っているかの上うである。第1¥1層と第 Il層しが接rろ城底部の境界はさはど明

瞭ではないが，比較的ぼそばそした第N層としっかりと固くし主った策 IlJMとの間には，東西両方

向から洛ら込む第渭屈の延長線に沿っ．：：，ゎドかないら祝鉄分の沈着が認められる。最深部での第

l層上面からの深さは約80cmを測ろ。

FT2（第36図，図股24)

7-E区に見出され，長径約 5m, 短径約 4mを刑ろ。長軸方向はほぼ出北て克互平面的iこ

は，黒色の土堀が馬蹄形に取り囲んでいる。東側の黒色の士壌の上には第XIIJ,;1の火山灰が薄くのっ

ている。

東西，南北の 2方向のセクションをとったが，第 V層の下に続く第渭層が深く落ち込んでゆぎ，

第 ID, IV屈をあたかも浮きあがらせている如き様相は共通しており， FT1のそれとも同一である。

第 1層上血からの深さは約60cmを測る。 （閥橋和樹）
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第2章発掘区出土遺物（第 37図）

今回の調査によって木遺跡から出土した先史時代に属する遺物は，以下に説明する 3点の石器だ

けであり，このほかには土器の小破片，黒耀石のチップといったものすら検出されなかった。

3点の石器は， 7-D~E区に偏在して見出されたが，いずれも耕作土中に包含されており，

如何なる経緯7)下で遺存されるに至ったのかは，全く不明のままである。

石鏃 (S-1) （第37図，図版20B)

無茎の石鏃で，細長い，二等辺三角形の底辺がやや彎入する形態を有する。両面加工て縁辺全周

にわたって入念に二次加工が加えられているが，裏面の中央部には第一次剣離面が残存している。

この第一次剣離面から推して，素材は恐らく縦長剣片であろう。全長 28.Cmm, 最大幅 13.0mm,

最大厚3.4mm, 重量3.1 g。黒耀石製。

石匙 (S-2) （第37図，図版20B)

いわゆる縦形石匙の形に作出され

たものであるが，縦形剥片の先端部

に両側から二次加工が加えちれつま

みが作り出されただけのもので，側

縁などには殆ど二次加工が認められ

ない。ただ，背面の両側縁に沿っ

て，わずかに縦方向の擦痕が認めら

--、. 2 

゜
5om 

第37図 S253遺跡発掘区出土石器実測図

れ，ナイフなどとして使用された可能性はあるようだ。全長44.2mm, 最大幅18.5mm, 最大厚4.5

mm, 喧量3.1 g。黒耀石製。

掻器 (S-3) （第37図，図版20B)

扁乎石核J)残核を素材とする掻器と考えられる。裏面に剥片をとったあとがあり，背面の一端に

調整を施し刃部としている。背の高い刃部ではない。背面，腹面とも全体にわたって短かい不規則

な擦痕が認められる。刃部近くの稜は両面とも磨耗している。全長 31.0mm, 最大幅 29.0mm, 最

大厚9.0mm, 重量7.Bg。黒耀石製。
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第 3章小 括

これまでに説明してきた通り，本遺跡においては，先史時代に属する遺構は全く見出されず，近

代の所産たる炭焼窯が 1基 (1号掘り込み）と，その付屈施設たる 2号掘り込みが検出された。

また，いわゆる風債木痕が17個確認され，そのう七の 2個について調査した (FT1, FT2)。

遺物としてほ，先史時代に属すろと思われろ石堺3点のほかは， 1, 2号掘り込み廃棄後の窪み

に授げ捨てられた陶磁器などが出士しただげであった。

ともかく， これら1こついて若干の考寮を加えておきたい。

1号， 2号掘り込みについて

屁述のように 1号掘り込みは，その床や壁面が熱を受けて赤変していること，床面にじかにのろ

炭層や生焼けのままのこされた木炭を包含する灰糟の整然たろ堆稽なとにより，これが炭焼究であ

ったことは殆ど疑いのないところであろ。

北海適にお汁ろ炭焼窯の発掘澗杏例についてほ雰聞にして知ろとごろがないが，最近1こなって山

木雄三氏らを中心に木炭生産についての実地調査が本格的に進められるに歪り，窯の形態，梢造，

構案の過程といった具体的なことについても，詳細な研究成果がもたらされてぎた。

それによると，元来，北海道では在来窯ともいわれる角窯が一般的であったが，明治20年～30年

代にかけて改良窯と称する卵形の炭窯が出現，その後さらにベコ窯，農林 1号へと改良がずすめら

れた。それらの窯のうち，明治，大正期には角窯の使用が支陀的であったといわれろが，角空ほ火
!) 

のまわりが均等ではなく，角の邪分に未炭化木が残ろという欠点があったという。

木遺跡において見出された 1号掘り込みぱ， 3,3X3, Smを澗ろ方形のもので，形態的に（まこの角

窯の一種と思われろ。 1号掘り込みに生焼げの未炭化木が残されていた事実も，角窯の性能からず

れぼ得心がいこう。ただ， 1号掘り込みのように，煙道と思われる突出部が 3つも付属する角窯の

類例が他にも存在するか否かは分らない。

さて，『白石村誌』によると，白石開村当初の明治初年代に，薪材の伐採，木炭の剣造などに従
2) 

事し，生計を営む村民があったという。白石地区の開拓芹創時代（ほぼ明治10年代）には，森林を切

り聞いて木炭を焼ぎ，これを売るかたわら開墾をすすめろというのが一般的で虎ったらしく，『白石

発展百年史』には詳しくそうしたことが書がれていろ。上野幌地区においてぱ，明治18年に小ケロ石

松ちが入杭したのが開発の始まりで，当時はみんた炭焼きのかたわら，ゎ手かな畑をつくっていたと

いう。まさに，「北海道での木炭生産の初期の形態は，開墾の障害となった原木の処分のために行
3) 

なわれ，副業的小規模生産で」あったという一つの典型であったろう。そして明治25年頃から次第
4) 

に炭焼彦から，開墾を主とする生活になっていったという。残念ながら，その開拓初期の炭焼窯が

どのような場所に構策され，その形態や構浩がどのようであったかについての記載！まない。
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上野幌地区のうちでも，本遺跡の存在する一帯に，開拓の最も初期から入植していた藤井三郎太

氏の御息女，藤井竹乃さん（上野幌876番地在住）の記憶によると，この一帯の人々に初めて炭焼

きを教え，実地に指導したのは渕野半平氏であった。渕野氏は明治23年に下野幌地区に入植したと
6) 6) 

伝えられている。野幌では明始20年代の後半に冬季仰の炭焼きが一般化していたといわれ，上野幌

地区への人々の入植，足和は比較的新しいことてはあったか，ここでも明治30年代前平には同様に

炭焼きが一般化していたであろう。

ところで，具体的な詳細を知ることはできなかったが，竹乃さんによると，渕野氏が普及させた

当時の炭窯は，卵形に地面を掘り下げ，その深さと地上の設備の高さとを合わせた全体の高さが 6
7) 

尺 5寸程であったという。これは［野幌部落史』が伝える黒炭窯と殆ど同様の形態，構造のものと

推察され，山木氏らのいう卵型窯に相当しよう。

今回見出された炭窯ぱ卯形のものではなく，角窯の一種とおぼしきものであり，それゆえ渕野氏

の技術指導による窯てはない可能性が強い。いデれ｛こせよ， 1号， 2号掘り込みの構箔年代が，渕

野氏が下野幌に入値した明泊23年以降であることは，はぼ疑いのないところである。

1号， 2号掘り込み廃棄後の窪みへの不用品そ破損品などの投棄はさらに新しいことてあった。

竹乃さんによると，本遣跡に接する小さな谷はごく最近に至るまで，付近一帯の人々の襄芥の捨場

であったという。今回出土をみたものは，毀れた茶碗であったり，不用の空缶であったり，わずか

ばかりの食物残滓であったり，使われることのなくなったキセルや銅貨であったり等々，いかにも

とりとめがなく，塵芥として捨てられたものという印象が5廊かった。

いわゆる風倒木痕について

本遺跡ではいわゆる風倒木痕が17個確認された。いちいち報告されてはいないが，札幌市内のあ

る遺跡で，それぞれ同一の長軸方向をとるいわゆる風俄木痕が，ほぼ等間隔に谷に沿って並んでい

た例を実見したことがあるが，本遺跡における17個の配列や長軸方向などは，必ずしも整然たる同

一性をもたない。これは，本遺跡においては，いわゆる風倒木視象が幾度かに亘って発生したため

と判断される。

いわゆる風倒木痕については，最近になって北曲道でも，明らかにこれが人為的なものではなく，
8) 

自然の営易の所産たることが認識されるに至った。それ以前にもいわゆる風向木痕の報貨例は皆無
0) 

ではなく，例えば風連日進湖畔遺跡で，住居址でもなさをうな遺構として報告されているものは，恐

らくいわゆる風倒木痕の片側であろう。札幌市教育委員会がこれまでに報告してきたもののうち，

N293遣跡でC型と分類された第48号， 第49号ヒ万卜は明らかにいわゆる風倒木痕であり，第22,
*10) 

23号，第39号ビットなともその片割れであることはほぼ間違いない。

さて，いわゆる風倒木痕が人為的な所産ではなく，台風など自然の営力によるものであろうこと

は， 大土濱状遺構， ローム盛土土城， あるいは竪穴土城などと呼ばれてきた：：：：性格不明の落ち込

み、について，数多くの実例を再検討した能登健氏によって，明解に論述されたところである。氏

の論拠は以下のようにまとめられよう。
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①汗性格不明の落ち込み、が人工的所産＝遺構であるのか行かが重要な問頌となるが，そもそも

氏日身が凋査した｛）のは，全図これを追構と認定するに足る積極11り証）Lに欠げていた。

②これを遺構であるとナる況を入てら，本来一--)の札格を有ナるはずのものが，墓城，貯蔵穴，

おとし穴，産小屋など多岐，多様な機能のうちのどれかを有ずるものであるといった程度の憶測う‘;

下されるばかりで，説得力のある況明は見当らない。このことはとりもなおさず，人上的所産とし

ては余りにその構築の意図が測り難いという廿実を物詰っている。

③この刃性格不明の落ち込み、は，（文化園や時胡といったものに制約されずに）広く各地に見

出され， また，（遺跡の性格や規模とは無関係に），発掘面秘が広くなかばなるほと数名く検出され

る傾向が強い。

④以上の諸点から， とうしてもこれが人工的所産であるとは考え難い。

⑤この汗性格不明の治ち込i大ヽに共通する最大の特徴は，洛ち込みの中央部の充填＿七層にローム

（その落ち込入の基盤となるヒ層）を有することである。つまり， ローム面で乎ITliプランを確認し

た場合，店磐のロームと充填ロームとの間に，黒色士附（腐情土）がリンク、応こ入り込む形とな

る。

⑥この准積状況が，台風などの＇常力による風倒木痕であることを思わせるものであることは，弧

風による伶」木の様子をま際に低察したとこるでら確信されるし， liI馬県堂原遺跡においてこの種の
11) 

落九込み内に半腐柏のままで大木が検出されていろ例からも頌げ I：う。

以上①～⑥の論拠は，この沖性格不明の落ち込み、が人工的所絆ではないということに，殆ど悦

議をさしはさ訂余地を残さぬはど完璧なものといえよう。

木遺跡こ見出された17個に→いても，いずれも (Tk〕層＿i面での乎面観が， 焦色の土層がリン

グ状にめぐるという共通性を有し， 調社した 2伊1jiこつし、ては［対示した七ク、ション；9::.明らかなよう

に，黒色の土料が深く落ち込み，あたかもいわゆる充頷ロームをげぎ上がら吐ていろかのような様

相をみせ，いわゆる風倒木痕に相達ないものと確信される。残りの15個についても，既に説明した

ように，屹きさると，いわゆる充損ロームの色調が，周囲の (Tk〕層上面のをれよりも一段と明る

さがきわビつごとて，黒色の士層が深く洛ち込み，あたいも排水晶がめぐっているかの如き状態で

あることぱ，容易に察知されるところてあろ。

ところで，このようないわゆる凪倒木痕とは別に， 沌別市川遺跡のA-21, C-44, B-47グリッ
12) 

ドなどに見出された特異な落ち込みが存在する。報告者によって cryoturbationによる巽常賓曲と

考えられているものがそれで， C-44グリ、y ドに見出されたものについてみると， 第 91対として掲

げられたセクションに明らかなように，汚れに部分が複雑に入り組んではいるが，基本的にはm,

IV, V, ¥'Ill層といった汚れた土の1各ち込，いこよって， ょ1)上部の罰が浮ぎ上がっているといった様

相を看取ずることも可能である。それは，いわゆる風倒木痕のう t，鼠登氏のいう充坦ロームが大

きく片側に偏ってのるもののセクションに極めてよく類似ナろものと推寮されろ。

現在までのところ cryoturbationによるとされる異常摺曲については恨告例が数少なく，いわゆ
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る風倒木痕と湧別に見出されたような異常摺曲とでは， どのように形態や層堆積が異なろのか、十

分明らかではない。

初別市川迎跡の択常摺曲は，ごく普通にみられるいわゆる風釘木痕にくらべ，規模が小さい。加
、 I~)

えて，いわゆろ風倒木痕の］氏面中央祁にはやや広く平坦t£而がつ/)ぎ，そのためにこれが何らかの

人為的な遺構であると理解されたことがあるくらいだが，湧別のものの氏面には平坦な面は認めら

れない。こうしたことから，湧別0)ものがいわゆろ風倒木痕とは異なろ成因によってでぎた可能性

は否定しえないのである。

報；］によると湧別の異常摺曲は石刃鏃文化層が堆積した後に起った現匁であろという。石刃鉄文

化附0ー）堆積以降に，こうした異常摺曲がおこる寒冷期が存在したことについては，地質学の方面で

も必ずしも十分な確証が得られているわけではなさそうであるか，湊正雄氏は，

①クリオクーベションに閃与する地層のなかには，例えば摩周火山灰 f層など極めて新期のもの

がある。鈴木秀夫氏らによって観察されている根室地方の露頭てみられた化石構造土も摩周火山灰
14) 

f以降のものであ：：：)0 

15) 

②八ケ島原湿原の L部 Picea術に認められる械暖期（ほぼ B.C. 1000~2000年）の存在。
16) 

③纏文後期に認められろ海退。

などから，北海道の平地に広くみとめられるクリオターペションの最後時期が縄文前期から中期に
17) 

わたる温暖期以降の纏文後期に対比されるものと推定されていろ。

専門外のことゆえ詳しくは検討しかねるが，小悶尚氏らによれば，化石周氷現象と呼ばれるもの

のうらでも，埋没 earthhummockと称されるものは，年平均気温十 6Cの等昌線より北に分布す

るとされ，ひがし北海道では， より寒冷な気候下にみられる他の化石周氷河現象よりも，さらにず
18) 

っと祈しい肋代に示るまでみられるようだ。この earthhummock（こともなう involutionこそ，湧

別市川遺跡にみられた異常摺曲の断面形にごく近いものであると筆者には思われる。

かつて十勝坊主中に見出されたという配石遺構が報佑され，考古学的にも無視できない性質のも
19) 

のでちろと主張されたことがあ：：：いこれが真に配石遺構であろのか否かは，筆者には判断しかねる

が，いずれにせよ北海道， とくに北・東北海道では，いわゆる風倒木痕とは成因の異なる異常摺曲

で，その平面，断面形がいわゆろ風倒木代に類似し，考古学的左遺物を伴出すろものがある事実は

留、i:2、されて然るべざであろう。

発掘区出土の石器と遺跡の性格について

S253遺跡は，土地所有者の談活を殆んど唯一の根拠として遣跡と認定された。 その談話による
20) 

とかつてここから石斧や石鏃などが拾われたことがあるようだ。

しかしながら，本調査の前に実施された，遺跡の範囲確認のための試掘においても，遺構はおろ

か一片の追物す応見出さ）しなかった。

今回の木調査においても，出上した先史時代の遺物は 3点の石器だけであり，その他には土器の

細片や黒仰石のチップといったしのすら一切検出されごいな、。かつてここに何らかの遺跡が営ま
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れたものとするならば，これは甚応特異な事態といわざるかえない。

ところで，現在では全面的に耕作による攪両Lをうけている遺跡においても，耕竹が及ぶ以前に遺

物包含肘が存在した場合，包含層付近に生じたいわゆる風倒木痕には，多くの場合，その特徴的t£

県色土0)落ち込みに沿って遺物が流れ込み，遺存しているものである。殊に落ち込みの上部にばlt

校的数多くの追物がまとまって入っており，耕イ1「土左剣いだ時点でその遺物の集中が汀意ざれろグ）

が通例である。

ところが本遺跡においてほ， 17個のいわゆろ吼倒木痕パ，ぽ心発掘区の仝域こわたって見出され

たにもかかわちず，一つとして遺物の入り込んだ例がないのである c この小実から，筆者は，耕作

；こよる攪乱パ及ふ‘以前こおいても，ここには遺物包合層ぶ存在しなかったのではなかろうかという

疑問を遂しこ拭い去ることができないのである。

佃ー→として遺構がなく，追物包含層も存在しない遺跡とは，一体とのような性格を有ずるもの

なのであるうか。本地点は非常に水捌けの悪い土地であり，発掘時にも一度雨が降ると何Llも水が

ひかず，あたかも湿地のようになることを経験した。藤井竹乃さんのお話では，入植した明治の廿

から，ここは非常に水桐けの應い＿卜地であったという。好んで人々が家を建て住みつくような所で

はなかったようだ。

出上した 3点の石器はいギれも耕作上中からの出士品で克り， これちが一つのセ／卜として捉え

られる保証ぱ全くない。ただ，セ／卜で虎ろと仮定 LてIJ,.るならぼ， このは宦の多少閂入した三魚

形の石銑と，縦長倒片に簡単た二次加工な加えてつまみを作り出しただ合の石起様の｛）の，そして

ぞんざいな澗整を施しただけの残核を素村とずる小形の円形掻器といった取合亡は，輯文時代早斯

末葉がら前期の石器組成を思わ亡る。

これらがあくまでも一つのセットてあると仮定するならは，木地｝ばにかつて遺跡が付まれたと土

張するに足る栢極的な根拠がない以上， これらの石器は， どこか近傍の遺跡から何人かによって迎

ばれてきたものと考えるのが最も素直な考え方と思われる。最近まで附芥の捨て楊となっていた谷

近くから，黒耀石製の完形石器の人が見出されたということは，恐らく開拓以降に好ポ家に採隼さ

れた石器が，何らかの理由で拾てられるに至ったことを株味するものでばなかろうか。

（裔橋和閉）
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（註）

!‘)山本雄二 1973「炭焼き9 の足跡をたずねて」『北加道開拓，，雌念館だより』 3-2, p. 3。

噌谷憲l、・ 1 月太堆三•西野平治・小加戎甚 1974「梗茶町の木炭生産について l」『北面道聞拓，；心念館調査報

告16. pp. 55~6!。

2) 白石村役場 1921『I勺石村誌』， p,150。

3)前褐，山木 1973, p, 2。

4)薩 一丈編1970『白伍発展百年史』， pp.60~69。

5) 前掲， 1咋編1970, p. 64。

6) 関矢マリ子 1974 l野祝部治史（復flj)_j,pp. 147-14~。

7ノ茄乱 6) に1月じ。

8) 西枯梗，，掌跡で：i 粘七丘とか特殊遺構Bと呼ぼれるものが，風倒木によっててきたものであるとの吉的昌一

助教授の見解が，aJj己されている C F代権糾197,1『西桔押』， p.101, 305など。

9) 山的博信 1965『風連H進の遺跡』， p.7。

10)上野秀釦1974『N293遺跡』札幌市文化財，凋有報告昌＼l。

11)能翌健 1974「発掘調査と追跡の考察」『化濃』 26-3, pp.27;>~283。

12)木村英明ほか 1973詑筋LJ巾JII遺跡』

13)本年度中にHJ釘される予定の S153)ぷ跡こ見出された第75号，第9豆号ピノトなどは，いわゆる風倒木痕である

か，直構とし、っても叫じそうはそのプランや断面形を 1iていただぎたい（札幌市文化財凋介報告書い。

且鈴木秀）： •野」直り］・［ i ！渕洋 1%4「化石問未現佐の観察」T第四紀研究』 3-3, pp.167~177。

15)塚Ill松堆 l958「花粉分析かちみた冷却問の気似変，；？t'『第四紀研究』 1- 2, pp.,18~58。湧別市川遺跡周辺

叫尼姐地の 1［粉分析でも，①Abies-Pic,・aZone (371)(）~230<l y. B. P.)ぱ次い時期で， Sub-borealStage 

に相刈するという結集が得られている。前掲，木村ほか1973, pp. 99~ 104。

16)井関弘太郎 1958「日本における細面0)相対的’変化とl叫責形に第四紀研究』 l- 2, pp. 39~44。

17)湊 J雄 1970「恥近の地＇印時代における北海山のパ地理的父造ぷ祈しい逍丸い K-:3, pp. 10~ 12。

18)小疇 向・封＿［直カ・石田修二 19,4 しひかし北曲逍叫ヒ石周水両滉象とその已気候学的意義」「第四紀研

';ic~ 12-4, pp.177~191。

訊 山田 忍・近党祐1l", 1958戸が1券坊主中；こ[i出ざれた配伍遺構について」'JP先屯時代』 7, 先史‘ヽ 到同好会` pp.

l ~10。

叩）羽賀憲二げか 1974『J、L幌市坪蔵文化財台11版』札卵市文化財謁仕報＇占害 11,p.15。
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結 語

以上， S 256, S 257, S 253の三つの遺跡について報告した。

S256遺跡からは，縄文早期末の竪穴住居址などの遺構 3軒とその時代の遣物を数多く検出する

ことができた。とりわけ，第 1号竪穴住居址ぱ明確な掘り込み炉と遺構内に 7本の主柱穴と遺構外

に 3本の副柱を伴うもので，当時代としてははじめての例である。このように古い段階から，住居

址内に炉址を伴う傾向は，道内の例のみならギ，東北地方でも認められ，北日本の地理的特殊性に

由来するものかもしれない。また，第 1号竪穴住居址状遺構においては，床面（生活面）が 2枚あ

り，下のF1面直上から，厚さ 5cm程の炭層がみつかっている。この中から，当時食料に供したで

あろうクルミとかドングリが検出されている。また，他の 2つの遺構でも，炉址内とか小ピット内

がら同様の植物遺存体がみつかっている。遺跡が営なまれた当時は，花粉分析の糾果ては，［中積世

最湿暖期の植生になってきた防期で， ミズナラ・オニグルミなどの濫帯性広度樹が優勢な貼代であ

った。あながち，このことと本遺跡で，これら植物遺存体がみつかった事実とが相矛盾するもので

はないであろう。

木遺跡の遺構内および発掘区から多く検出でぎた第 1群土器Ix，地文が単節斜行縄文ないしば撚

りの方向の違う 2種の原休を交互に施文した羽状籠文で，これに絡糎体および細い帖付文が多用さ

れる例である。照形ば、， 口径に比べ底径が小さく，弧り出しがあって，ここ iこ粕蘊体圧痕文が縦位

：こ並列して施文されていろ。以上の型式表徴から，いわゆる東釧絡1H式，タンネトウ E式，中茶路

式などと呼ばれろグループ｛こ近い位置を求められようが， これらのいずれにも本逍跡の土器群は明

確に比定しえない。なお，今回の報告では，士器の項目の執筆担当者が，病気で倒れたため，その

位置付けや類例などを具体的に詳述することができなかった。この責は，別の機会に果したいと考

えている。

S257遺跡では，性格不明のピット以外，特に問題になる遺構は見い出せなかったが，縄文晩期

末～続縄文時代初頭の士器を検出できた。

S253遺跡では，近代の炭焼窯址を発掘している。中世～近代そして現代の陶磁菩の諸窯，レン

ガ焼窯なども，文献に残されないまま失なわれていく現状である。このような資料も， V・G・チ

ャイルドの「考古学は 1つである。だから，ここで論じられる諸概念は，その一切の分野に適用で

きる」（『考古学の方法』）という杓明な言菜を借りるまでもなく， 考古学的方法論による解明が益

々重要になってくるであろう。

また，本遺跡地内で数多く発見された「性格不側の落ち込み」は，最近これが「風倒木艇」であ

るという意見が強くなってぎた。 ただ，北海道の場合寒冷気候に由来する cryoturbationによる異

常摺曲の場合もある。遺跡を発掘していて， しばしば発見されるこの種の性格不明のヒ°、y 卜も，今

後一つ一つ性格を叫らかにしていかねばならないであろう。 (f::野 秀一）
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図版 1

A S256遺跡遠景（南東より）

B S256遺跡発掘区遠景（南西より）



図版 2

... 
A S256遺跡E-5区南東壁セクション

B 遺構近景（北西より）



図版 3

A 第 1号竪穴住居址（南より）

B 第 1号竪穴住居址（東より）



囮版 4

A 第 1号竪穴住居址炉址（北より）
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図版 5
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嵐e冒 A 第 1号竪穴住居址出土石器

B 第 1号竪穴住居址状遺構 (Fl面） （1)（北西より）



図版 6

A 第1号竪穴住居址状遺構 (F2面） （2)（北西より）

B 第 1号竪穴住居址状遺構炭層・土器出土状態 (F1面） （北東より）



図版 7

A 第 1号竪穴住居址状遺構（南東より） （F 2面）

B 第 1号竪穴住居址状遺構 (F2面）土器出土状態（南西よリ）



図版 8
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第 1号(1・2)，第2号 (3~7)竪穴住居址状遺構出土土器



図版 9
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B 第2号竪穴住居址状遺構（南西より）



図版 10

A 第2号竪穴住居址状遺構遺物出土状態（南西より）
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図版 11
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B 第2号竪穴住居址状遺構出土石器(1)



図版 12

A 第2号竪穴住居址状遺構出土石器(2)
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図版 14
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B S256遺跡発掘区出土土器(5)



図版 15
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図版 16
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B S256遺跡発掘区出土石器(1)



図版 17

A S256遺跡発掘区出土石器(2)

噸． 

B S256遺跡発掘区出土石器(3)



図版 18
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図版 19

A S257遺跡遠景（北より）

B S257遺跡第 1号ピット （北より）



図版 20
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B S257遺跡（上段），S253遺跡（下段）発掘区出土石器



図版 21
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B S253遺跡発掘区遠景(1)（北東より）



図版 22

A S253遺跡発掘区遠景(2)（北東より）

B 遺構近景（南西より）



図版 23

A 1号掘り込み （南西より）

B いわゆる風倒木痕の断面 (FT1)（北西よリ）



図版 24

A いわゆる風倒木痕上面観 (FT1)（東より）

B いわゆる風倒木痕上面観 (FT2)（東より）
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